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合併 １0 周年★おめでとう！

中
野
市
合
併
10
周
年

特
集



２２０１５．４ 広報なかの

・
開
市
式
・
豊
田
支
所
が
ス
タ
ー
ト
①

・
青
木
一
市
長
就
任
②

・
中
央
広
場
公
園
が
オ
ー
プ
ン

・
合
併
記
念
式
典
③

・
新
市
誕
生
元
気
ま
つ
り
④

・
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

　
平
成
17
年
4
月
1
日
、
旧
中

野
市
と
旧
豊
田
村
が
合
併
し
、

新
「
中
野
市
」
が
産
声
を
上
げ

ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
築
き
あ
げ
て
き
た

両
市
村
の
歴
史
を
大
切
な
経
験

と
し
て
生
か
し
つ
つ
、
さ
ら
に

新
た
な
歴
史
を
一
つ
一
つ
積
み

重
ね
な
が
ら
進
ん
で
き
た
こ
の

10
年
―
。

　
今
回
の
特
集
で
は
、
中
野
市

合
併
10
周
年
を
記
念
し
、
合
併

後
の
10
年
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
の
中
野
市
を
展

望
し
ま
す
。

新
『
中
野
市
』
誕
生
か
ら
10
年
の
歩
み

平
成
17
年
度

・
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
完
成

・
市
内
す
べ
て
の
農
業
集
落
排
水
事
業
が
完
了

・
北
部
幹
線
農
道
開
通

・
市
営
野
球
場
が
信
濃
グ
ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
の
公
式
練
習

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
決
定
⑤

・
高
梨
氏
館
跡
が
国
の
史
跡
に
指
定

平
成
18
年
度

・
中
野
立
志
館
高
等
学
校
開
校

・
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成

・
可
燃
ご
み
・
埋
立
ご
み
の
有
料
化
と

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
分
別
収
集
ス
タ
ー
ト
⑥

・
柳
沢
遺
跡
か
ら
銅
戈
と
銅
鐸
の
破
片
が
出
土

・
ま
ち
な
か
交
流
の
家
完
成

平
成
19
年
度

・
市
の
「
花
・
木
・
鳥
」
を
制
定

・
成
人
式
を
５
月
４
日
に
統
一
⑦

・
㈶
中
野
市
産
業
公
社
設
立

・
青
木
一
市
長
逝
去

・
音
声
告
知
放
送
ス
タ
ー
ト

・
小
田
切
治
世
市
長
就
任
⑧

平
成
20
年
度

・
電
話
医
療
相
談
所
開
設

・
市
立
博
物
館
展
示
室
オ
ー
プ
ン

・
姥う

ば
が
さ
わ

ヶ
沢
遺
跡(

大
俣)

出
土
の
「
土
偶
」
が

　
大
英
博
物
館
で
の
展
覧
会
へ
出
品
決
定
⑨

・
豊
田
赤
坂
農
村
公
園
「
ド
ッ
グ
ラ
ン
」
オ
ー
プ
ン

・
中
町
線
・
立
ヶ
花
東
山
線
の
一
部
拡
幅
完
了

平
成
21
年
度

特
集

中
野
市
合
併
１０
周
年

▲北部学校給食センター
▲南部学校給食センター

▲音声告知放送
▲市立博物館展示室
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～写真で振り返る １０ 年～

平
成
22
年
度

・
市
民
憲
章
を
制
定

・
子
ど
も
手
当
支
給
ス
タ
ー
ト

・
姥
ヶ
沢
遺
跡(

大
俣)

出
土
の
土
偶
の

　
愛
称
が
「
姥
ヶ
沢
ビ
ー
ナ
ス
」
に
決
定

・
第
１
回
信
州
な
か
の
・
故
郷
の
味
お
披
露
目
会
⑩

・
北
茨
城
市
姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
市
民
号
来
市
⑪

３ ２０１５．４広報なかの

平
成
23
年
度

・
千
曲
川
古
牧
堤
防
完
成

・
日
本
最
初
の
洋
画
家
高た

か
は
し橋

由ゆ

い

ち一
の
油
彩
画
が

　（
仮
称
）
山
田
家
資
料
館
の
収
蔵
品
の
中
か
ら
発
見

・
一
本
木
公
園
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
完
成

・
中
野
陣
屋
前
広
場
公
園
完
成

・
市
道
吉
田
西
条
線
開
通

平
成
24
年
度

・
定
住
自
立
圏
構
想
中
心
市
宣
言

・
多
目
的
サ
ッ
カ
ー
場
完
成

・
池
田
茂
市
長
就
任
⑫

・
信
越
９
市
町
村
広
域
エ
リ
ア
「
信
越
自
然
郷
」
ス
タ
ー
ト

・
中
野
立
志
館
高
等
学
校
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
締
結

・
中
野
市
・
産
地
観
光
Ｐ
Ｒ
用
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
発
表
⑬

平
成
25
年
度

平
成
26
年
度

・
ば
ら
制
定
都
市
会
議
（
ば
ら
サ
ミ
ッ
ト
）
を
本
市
で
開
催
⑯

・
童
謡
・
唱
歌
の
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ
ス

・
市
音
楽
親
善
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
に
麻
衣
さ
ん
を
任
命

・
埼
玉
県
坂
戸
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

・
柳
沢
遺
跡
出
土
品
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
⑰

・
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
空
み
あ
げ
て
」
完
成
⑱

・
信
州
な
か
の
フ
ェ
ア
in
横
浜
⑲

・「
別
冊
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
信
州
中
野
」
発
行

・
北
陸
新
幹
線 

長
野
―
金
沢
間
が
開
業

・
さ
く
ら
保
育
園
開
園

・「
故
郷
の
ふ
る
さ
と
」
商
標
使
用
権
許
諾
契
約
調
印
⑭

・
中
野
立
志
館
高
等
学
校
ス
キ
ー
部
男
子

　

全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会
総
合
優
勝
⑮

・
な
か
の
ブ
ラ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

▲ドッグラン▲さくら保育園
▲多目的サッカー場
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４２０１５．４ 広報なかの

　「
平
成
の
大
合
併
」
の
流
れ
の
中
、
旧

中
野
市
と
旧
豊
田
村
は
、
少
子
化
や
地
方

分
権
の
時
代
を
見
据
え
、
合
併
の
道
を
選

択
し
ま
し
た
。

　
合
併
の
是
非
を
問
う
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
、
賛
成
意
見
が
多
か
っ
た
の

は
、
も
と
も
と
両
市
村
に
は
縁
戚
関
係
も

多
く
、
地
形
も
隣
接
し
て
お
り
、
商
圏
や

高
校
な
ど
人
の
流
れ
が
あ
っ
て
交
流
が
深

か
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、実
際
に
合
併
が
実
現
し
た
の
は
、

両
市
村
の
議
会
、
職
員
が
信
頼
関
係
を
深

め
、
一
体
と
な
っ
て
数
多
く
の
協
議
事
項

を
ま
と
め
て
く
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
市

へ
の
吸
収
合
併
で
は
な
く
対
等
合
併
だ
っ

た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
し
た
。

　
合
併
の
効
果
が
出
て
く
る
の
は
こ
れ
か

ら
先
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
時

代
の
自
治
体
運
営
は
ど
こ
も
厳
し
い
状
況

だ
と
思
い
ま
す
が
、
次
代
を
担
う
若
者
の

定
住
に
つ
な
が
る
施
策
が
大
事
だ
と
、
期

待
し
て
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
え
び
す
講
の
花
火
を
、
両
地
域

か
ら
見
え
る
よ
う
に
北
信
濃
ふ
る
さ
と
の

森
文
化
公
園
で
打
ち
上
げ
た
の
は
と
て
も

好
評
で
、
豊
田
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
「
自

分
た
ち
の
祭
り
」
だ
と
参
加
意
識
を
持
っ

て
も
ら
え
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
合
併
10
周
年
を
市
民
全

体
で
祝
え
る
よ
う
、
多
く
の
記
念
事
業
を

開
催
し
て
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

清
き よ の

野 眞
ま き お

木生
豊田村閉村時の村長で、新「中
野市」発足時の市長職務執行
者を務めた。

さん

市
民
の
声
で

振
り
返
る
10
年

そ
し
て

未
来
へ
の
想
い
―
。

信
頼
関
係
が
生
ん
だ
「
合
併
」

山
や ま だ

田　彰
し ょ う い ち

一 さん

信州中野商工会議所会
頭。合併 10 周年記念事
業検討会の座長として
市長へ提案書を提出。

　
合
併
前
は
、「
役
場
が
遠
く
な
っ
て
不

便
」
と
か
「
細
か
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
心
配
」

と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。
数
年
前
の
豪

雨
災
害
で
道
路
が
通
行
で
き
な
く
な
っ
た

際
に
は
、
豊
田
支
所
の
職
員
が
す
ぐ
に
来

て
対
応
を
し
て
く
れ
た
の
で
助
か
り
ま
し

た
。
豊
田
支
所
は
地
域
の
拠
点
と
し
て
今

後
も
残
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
お お う ち

内 ふじ子
こ

さん

中野市豊田地域審議会
副会長、合併 10 周年
記念事業検討会副座長
などを歴任。

　
合
併
し
た
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
広

が
り
、
人
や
事
業
の
交
流
が
増
え
た
こ
と

は
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
豊
田
地
域
の
自
然
豊
か
な
里
山
、
季
節

ご
と
の
美
し
い
景
色
な
ど
は
「
日
本
の
ふ

る
さ
と
」
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
の
中
野
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
、
豊
田
地

域
が
持
っ
て
い
る
資
源
・
魅
力
を
も
っ
と

生
か
し
て
い
け
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

清
き よ の

野　友
と も ゆ き

之 さん

公 益 社 団 法 人 中 野 青
年 会 議 所 専 務 理 事。
H26 中野市若者ワーク
ショップ委員。

　
合
併
し
て
数
年
後
に
知
り
合
っ
た
旧
豊

田
村
出
身
の
友
人
が
、
ふ
る
さ
と
の
名
前

が
無
く
な
っ
た
の
は
寂
し
い
と
話
し
て
い

た
の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
若
い
う

ち
は
関
心
が
地
域
の
外
へ
向
か
い
が
ち
で

す
が
、
10
周
年
の
こ
の
機
会
に
市
民
一
人

一
人
が
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
を

見
つ
め
直
し
、
埋
も
れ
て
い
る
魅
力
を
掘

り
起
こ
し
て
い
け
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。

徳
と く た け

竹　楓
かえで

さん

H26 中野市若者ワーク
ショップ委員。魅力あ
るまちづくり若者会議
のメンバーでもある。

（涌井）

（替佐）

（江部）

（七瀬）



５ 広報なかの ２０１５．４

月 イベント名など
毎月 広報クイズ

４月 緑化苗木頒布会、故郷のふるさと音楽会、バラ苗プ
レゼント事業

５月 晋平・辰之メモリアル事業、山田家所蔵資料展示、
2015 信州なかのバラまつり

６月
第 11 回斑尾ふるさとまつり、なにわコンサート
2015、 なかの花づくりコンテスト、第 52 回中山晋平
記念音楽賞作曲募集

７月
第 11 回中野市民ビーチボールバレー大会、中野ショ
ンションまつり、親子ふれあい魚つかみどり事業、
サマーコンサート（中山晋平記念館）、夏期巡回ラジ
オ体操　みんなの体操会、企画展「豊田の民具」

８月 第 11 回中野市長杯争奪市内高校野球大会、2015 中
野市民音楽祭、サマーコンサート（高野辰之記念館）

９月 オータムコンサート（中山晋平記念館）、2015 信州
中野環境祭、中野創作土人形の歩み特別展

10 月

中野市合併 10 周年記念式典　※ 7日㈬、2015 健康
づくりフェスティバル、晋平記念館まつり、中野人
権センターまつり、北部公民館文化祭、豊田公民館
文化祭、信州中野アンサンブルフェス、企画展「豊
田の縄文時代」

11 月
第 11 回中野市民ソフトバレーボール大会、2015 も
みじ祭り、産業展、西部公民館文化祭、中央公民館
文化祭、豊田公民館文化講演会、中野市消防団音楽
隊定期演奏会、図書館まつり文化講演会

12 月 高野辰之記念祭

１月 第 11 回中野市新春走り初め大会、第 52 回中山晋平
記念音楽賞優秀賞入選曲発表会

2月 食農フォーラム、なかの 21 市民講座
3月 スプリングコンサート

10
年
前
に
あ
な
た
が
書
い
た

「
未
来
へ
の
手
紙
」

　
10
年
前
の
あ
な
た
は
、
誰
に
、

　
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
し
た
た
め
ま
し
た
か
―
。

　
今
か
ら
10
年
前
、
新
し
い
中
野
市
の
誕

生
を
記
念
し
て
、「
未
来
へ
の
手
紙
」
と

題
し
、皆
さ
ん
が
10
年
後
の
自
分
や
家
族
、

そ
し
て
大
切
な
方
へ
書
い
た
手
紙
を
、
市

で
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
11
月
で
、
封
入
式
以
来
皆
さ
ん

と
約
束
し
た
10
年
が
た
ち
ま
す
。

　
保
管
箱
の
開
錠
セ
レ
モ
ニ
ー
と
手
紙
の

お
届
け
に
つ
い
て
は
、詳
細
が
決
定
次
第
、

広
報
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
も
う

し
ば
ら
く
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
10
周
年
を
記
念

し
て
新
た
に
企
画
・
実
施
す
る
事

業
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

　補
助
金
の
交
付
額
　
１
事
業
当
た
り
1５
万

円
を
上
限

対
象
事
業
　
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
実
施
す
る
事
業
で
、
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
着
を
高
め
、
本
市
の
魅
力
を
市
内
外
に

発
信
で
き
る
新
事
業
お
よ
び
10
周
年
を
記

念
し
て
内
容
を
拡
充
す
る
事
業

※
公
序
良
俗
に
反
す
る
事
業
、
政
治
・
宗

教
ま
た
は
思
想
活
動
な
ど
を
目
的
と
す

る
事
業
、
営
利
ま
た
は
売
名
を
目
的
と

す
る
事
業
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
の
交
付
申
請
　
市
が
指
定
す
る
補

助
金
交
付
申
請
書
に
事
業
計
画
書
お
よ
び

収
支
予
算
書
な
ど
を
添
付
し
て
政
策
情
報

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼中野市合併 10 周年記念事業予定一覧

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

〒
３
８
３
‐
８
６
１
４（
住
所
記
載
不
要
）

政
策
情
報
課
行
政
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
１
） ▲中野市合併 10 周年記念ロ

ゴマーク。各種記念事業のパ
ンフレットなどに使用してい
きます。

の
冠
を
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
を
募

集
し
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
事
業
は
、

選
考
の
上
、「
中
野
市
合
併
10
周
年
記
念

イ
ベ
ン
ト
」
と
し
て
広
報
紙
や
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
告
知
や
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
す
。

対
象
事
業
　
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
に
実
施
す
る
事
業
で
、
ふ
る
さ
と
へ
の

愛
着
を
高
め
、
本
市
の
魅
力
を
市
内
外
に

発
信
で
き
る
事
業

※
公
序
良
俗
に
反
す
る
事
業
、
政
治
・
宗

教
ま
た
は
思
想
活
動
な
ど
を
目
的
と
す

る
事
業
、
営
利
ま
た
は
売
名
を
目
的
と

す
る
事
業
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

使
用
申
請
　
市
が
指
定
す
る
使
用
申
請
書

に
事
業
計
画
書
を
添
付
し
て
政
策
情
報
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
平
成
27
年
度
を
「
合
併
10
周

年
記
念
イ
ヤ
ー
」
と
し
、
市
民
全
員
で
喜

び
祝
う
た
め
、「
中
野
市
合
併
10
周
年
記

念
式
典
」
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
記
念
事

業
（
左
表
参
照
）
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
節
目
に
「
故
郷
の
ふ
る
さ
と
」
中

野
市
に
つ
い
て
想
い
を
は
せ
、
本
市
の
魅

力
を
再
認
識
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
実
施
す
る
事
業

に
「
中
野
市
合
併
10
周
年
記
念
」

の
冠
を
付
け
ま
せ
ん
か

　　
市
民
な
ど
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
団
体
が

自
主
的
に
開
催
す
る
事
業
（
イ
ベ
ン
ト
や

企
画
）
で
「
中
野
市
合
併
10
周
年
記
念
」

市
民
全
員
で
喜
び
祝
う
合
併
10
周
年

～
ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
を
高
め
、
中
野
市
の
魅
力
を

　
市
内
外
へ
発
信
し
、
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
げ
よ
う
～



６２０１５．４ 広報なかの

今月の「中野市合併 10 周年記念事業」
４月の合併 10 周年記念事業を紹介します。
大勢の皆さんのご参加、お申し込みをお待ちしています。

故郷のふるさと音楽会
 　高野辰之記念館　☎（３８）３０７０

〇期日　４月 ２９ 日㈬・㈷
〇時間　午後１時 ３０ 分（開場は午後１時）
〇会場　高野辰之記念館 ※イベント時入館無料
〇曲目　春の海、さくらさくら変奏曲、高野辰

之メドレー、ラ・クンパルシータほか
〇出演者プロフィール

問

緑化苗木頒布会
　 農政課耕地林務係
　 ☎（２２）２１１１（内線２５１）
　 豊田支所地域振興課振興係
　 ☎（３８）３１１１（内線８２０１）

〇期日　４月 ２6 日㈰
〇時間　午前 1０ 時から苗木終了まで
　※整理券は午前９時 15 分から配布します。
〇会場および無償頒布本数　 一 本 木 公 園
（３１０本）、浜津ケ池公園駐車場（３１０本）
〇苗木の種類（予定）　ナナカマド、カスミ桜、

ヨシノツツジ、レンゲツツジ、ドウダンツツ
ジ、ブルーベリー、アメリカハナミズキ（白・
赤）、ムラサキシキブ、ハナカイドウ、ゲン
ペイモモ、
ナ ツ ツ バ
キ、バラ（サ
ン フ レ ー
ア、ブライ
ダルティア
ラ、 杏 奈、
凜）

問

バ
ラ
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト

　 

政
策
情
報
課
行
政
管
理
係

　 

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
１
）

　
中
野
市
合
併
1０
周
年
を
記
念
し
て
、皆
さ
ん
に
「
市
の
花
」

で
あ
る
バ
ラ
を
育
て
て
い
た
だ
き
、
バ
ラ
の
ま
ち
づ
く
り
や

市
民
交
流
の
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
応
募
者
の

中
か
ら
抽
選
で
１
０
０
名
の
方
に
バ
ラ
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。

〇
応
募
条
件

・
１
人
１
通
ま
で
と
し
、
市
が
指
定
し
た
日
時
・
場
所
に
受

け
取
り
に
来
ら
れ
る
こ
と
（
発
送
・
配
達
は
行
い
ま
せ
ん
）

・
付
属
の
記
念
ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト
と
と
も
に
、
バ
ラ
を
大
切

に
育
て
て
い
た
だ
け
る
こ
と

〇
応
募
期
限
　
５
月
11
日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

〇
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
「
中
野
市
合
併
1０
周
年
記
念
バ
ラ

苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
（
日
中
連
絡
が

取
れ
る
番
号
）
を
記
入

の
上
、
下
記
の
宛
先
ま

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

〇
抽
選
・
発
表
　
応
募
期

間
終
了
後
、
抽
選
に
よ

り
当
選
者
を
決
定
し
ま

す
。
当
選
者
の
発
表
は
、
引
換
券
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

る
こ
と
と
し
ま
す
。

〇
引
き
換
え
　
バ
ラ
ま
つ
り
期
間
中
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

受
け
取
り
場
所
ま
で
の
交
通
費
な
ど
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

○
そ
の
他

・
品
種
は
「
な
か
の
小
町
」
お
よ
び
「
シ
ッ
ク
ナ
カ
ノ
」
を

予
定
し
て
い
ま
す
（
バ
ラ
の
品
種
や
色
は
選
べ
ま
せ
ん
）

・
後
日
、
バ
ラ
の
様
子
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す

問

長野市出身。上野学園高
等学校音楽科を経て、上
野学園大学音楽部卒業。
2002年から2007年まで
ウィーンに留学。フジテレビ
「笑っていいとも！」にヴァ
イオリニストとして出演。ソ
ロ、室内楽、ファミリーコ
ンサートなど、幅広く演奏
活動を行っている。

上野学園大学短期大学
部音楽科卒業。英国王
立音楽院大学院ピアノ演
奏専攻科修了。弦楽器と
のデュオを中心に、イギリ
ス国内での演奏活動を経
て帰国。現在は演奏活動
を行うほか、上野学園大
学などにおいて後進の指
導に当たっている。

竹
た け ま え

前景
け い こ

子（ヴァイオリン） 石
い し い

井み予
よ の

乃（ピアノ）

イベントの目的を再認識！地域資源の再発見！

383-8614
（
住
所
記
載
不
要
）

中
野
市
政
策
情
報
課

 

　
　
行
政
管
理
係 

行

住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
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西
町
保
育
園
の
老
朽
化
に
伴
い
、
旧
西

町
保
育
園
跡
地
に
建
設
を
進
め
て
き
た

「
ひ
ま
わ
り
保
育
園
」
が
４
月
１
日
に
開

園
し
ま
し
た
。

　
ひ
ま
わ
り
保
育
園
は
、
北
側
に
高
社
山

を
望
み
、
明
る
さ
・
未
来
を
表
現
し
た
、

さ
ま
ざ
ま
な
色
を
柱
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
配

置
し
た
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
特
徴

ひ
ま
わ
り
保
育
園
の
概
要

・
中
野
市
公
立
保
育
所
で
初

め
て
の
２
階
建
て
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
緊
急
避
難
用

の
滑
り
台
を
設
け
ま
し
た
。

・
廊
下
は
幅
広
く
、
見
通
し

の
良
さ
を
確
保
し
ま
し
た
。

・
保
護
者
の
方
が
保
育
室
へ

送
迎
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
よ
う
、
下
足
の
ま
ま
利

用
す
る
こ
と
が
出
来
る
外

階
段
を
設
置
し
ま
し
た
。

・
園
庭
は
、
旧
西
町
保
育
園

の
広
さ
を
確
保
し
ま
し
た
。

・
絵
本
コ
ー
ナ
ー
は
、
絵
本

を
楽
し
む
場
所
と
し
て
だ

け
で
な
く
、
異
年
齢
交
流

の
場
と
し
て
利
用
す
る
な

ど
、
多
様
化
す
る
保
育

ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
ま
す
。

保
育
内
容

保
育
目
標

　
子
ど
も
は
豊
か
に
伸
び
て
い
く
可
能
性

を
う
ち
に
秘
め
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
自
然
、
文
化
、
社
会
の
中
で
子

ど
も
が
最
も
よ
く
生
き
、
望
ま
し
い
未
来

を
造
り
だ
す
力
の
基
礎
を
培
い
ま
す
。

標
準
時
間
保
育

　
月
曜
日
～
土
曜
日
　
午
前
７
時
30
分
～

午
後
６
時
30
分

短
時
間
保
育

　
月
曜
日
～
土
曜
日
　
午
前
８
時
30
分
～

午
後
４
時
30
分

短
時
間
保
育
に
係
る
延
長
保
育

　
月
曜
日
～
土
曜
日
　
午
前
７
時
30
分
～

午
前
８
時
30
分

　
月
曜
日
～
土
曜
日
　
午
後
４
時
30
分
～

午
後
５
時
30
分
ま
た
は
午
後
６
時
30
分

　３月 23 日、工事が終了したひまわり
保育園において、関係者が参加し、しゅ
ん工式を行いました。当日は、園舎前で
池田市長らによるテープカットを行い、
保育園の完成を祝いました。
　しゅん工式後に行われた施設見学会で
は、新しい保育園を一目見ようと市民の
皆さんが見学に訪れ、保育園の完成を喜
ぶとともに、これからの保育サービスの
充実に期待を寄せていました。

ひまわり保育園
しゅん工式を行いました

ひまわり保育園開園

〇
安
全
性
・
利
便
性
に
配
慮
し
た
園
舎

〇
伸
び
伸
び
と
し
た
保
育
環
境

〇
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

・
約
15
㌔
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
照
明
器
具

の
一
部
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
採
用

し
ま
し
た
。

・
３
～
５
歳
児
室
に
地
熱
を

利
用
し
た
地
熱
交
換
シ
ス

テ
ム
を
採
用
し
ま
し
た
。

所
在
地
　
三
好
町
一
丁
目
６
番
12
号

開
所
年
月
日
　
平
成
27
年
４
月
１
日

定
員
　
１
０
０
人

敷
地
面
積
　
３
７
６
５
平
方
㍍

延
床
面
積
　
１
４
３
３
平
方
㍍

構
造
階
数
　
鉄
骨
造
２
階
建

総
事
業
費
　
５
億
６
７
１
万
円

避難用滑り台外階段絵本コーナー

太陽光発電システム



　
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
総

額
２
０
２
億
５
千
５
百
万
円
で
、

平
成
２6
年
度
当
初
予
算
比
較
で
は
、

金
額
に
し
て
２
億
１
千
５
百
万
円
、

率
に
し
て
１
・
１
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　
平
成
２7
年
度
は
、
合
併
10
周
年

を
迎
え
る
節
目
の
年
で
あ
り
、
第

１
次
中
野
市
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
の
最
終
年
度
で
計
画
の
仕
上

げ
と
次
期
計
画
へ
の
歩
み
を
進
め

る
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の

中
野
市
を
見
据
え
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
市
民
生
活
に
直
結
す
る

各
種
施
策
を
よ
り
効
率
的
か
つ
効

果
的
に
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
新
年
度
予
算
は
、

市
民
の
安
心
し
た
生
活
を
支
え
つ

つ
、
よ
り
手
厚
い
子
育
て
、
保
育

の
充
実
と
、
中
野
市
の
魅
力
を
再

発
見
し
県
内
外
へ
発
信
す
る
な

ど
、
市
民
生
活
の
充
実
と
未
来
へ

の
礎
と
な
る
予
算
と
し
ま
し
た
。

　
本
市
に
お
け
る
財
政
状
況
は
、

厳
し
い
状
況
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
が
、
引
き
続
き
最
小
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
地
方
自
治

の
理
念
に
基
づ
き
予
算
を
執
行
す

る
と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
財
政

の
健
全
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

元
気
な
中
野
市
づ
く
り

に
向
け
た
７
つ
の
柱

思いやりと地域の
連帯で支える健康
福祉のまちづくり

子どもの元気を
ふるさとの未来に
つなげるまちづくり

地球環境との
共生と豊かな心の
人間社会づくり

地域が育て地域が
守る教育と文化の
まちづくり

②③

⑥ ④

安全・快適で機能的
な都市基盤づくり

⑦

産業が連携し、
新しい価値を生み
出すまちづくり

⑤

８２０１５．４ 広報なかの

平成2７年度

当初予算
　「変わらないのが異常、変わるのが常」を念頭
に、事業の目的や効果を厳しく見極め、市民との情
報の共有・連帯・協働により、元気な中野市の実現
に向けた予算編成としました。
問い合わせ先
財政課財政係☎（２２）２１１１（内線２２１）

前年度比　２億１,５00万円の増（１0１.１％）
２０２億５,５００万円一般会計

予 算 額

　
総
合
計
画
の
施
策
に
掲
げ

た
次
の
７
項
目
を
も
と
に
、

事
業
の
重
点
化
を
図
り
ま
す
。

市民一人ひとりに
開かれた市民参加と
協働のまちづくり

①



　一般会計は、市が行う事業の大部分を
占め、市民の皆さんから納付していただ
く市税や、国、県からの交付金などが主
な財源となります。
　これに対して特別会計は、特定の事業
を行うための予算で、主に保険料や使用
料などの収入で賄われています。
　また、企業会計は、事業で得る収入に
よって支出を賄う独立採算型の会計とな
ります。

会計別予算額
会計名 予算額 前年比

一般会計 202億5,500万円 1.1%

国民健康保険事業 60億5,002万円 15.2%

後期高齢者医療事業 4億2,786万円 △1.8%

介護保険事業 42億2,788万5千円 6.0%

倭財産区事業 60万7千円 △16.7%

特別会計 永田財産区事業 38万7千円 0.3%

中野財産区事業 193万5千円 △8.0%

下水道事業 17億8,601万円 △2.4%

農業集落排水事業 7億4,127万5千円 3.7%

計 132億3,597万9千円 8.3％

企業会計 水道事業 16億3,000万1千円 △7.6%

◇総務費は、公共交通対策事業として、信
州中野駅バリアフリー化工事（エレベー
ター設置）を支援することなどに伴い、
前年度比で約１億２千万円の増額となり
ます。
◇民生費は、障がい福祉サービス利用者数
などの増加による自立支援事業や、新た
な子ども・子育て支援策による保育所の
受け入れ標準時間の拡大などに伴う保育
所運営事業が増額していますが、前年度
で「ひまわり保育園」の整備が完了した
ことにより、民生費全体では前年度比で
約４億１千万円の減額となります。

歳出の主な特徴

民生費
60億7,751万1千円

30.0％

総務費
25億7,321万9千円

12.7％

衛生費
24億9,643万6千円

12.3％

土木費
23億9,937万8千円

11.9％

教育費
16億8,706万7千円

8.3％農林水産業費
11億2,838万4千円

5.6％
公債費

22億2,330万7千円
11.0％

歳　出

消防費
7億3,824万5千円

3.6％

商工費
6億185万9千円

3.0％

その他
3億2,959万4千円

1.6％

202億5,500万円

◇市税収入は、評価替えの影響による固定
資産税および都市計画税の減額により、
8,990万円の減額を見込んでいます。

◇分担金及び負担金については、保護者の
経済的負担の軽減を図ることを目的とし
た第三子以降の保育料の無料化などに伴
い、前年度比5,365万円の減額を見込ん
でいます。

◇寄附金については、ふるさと寄附金の増
などにより、前年度比3,150万円の増額
を見込んでいます。

歳入の主な特徴

市　税
53億860万円
26.2％

地方交付税
59億7,400万円
29.5％

国庫支出金
18億5,075万5千円

9.1％

市　債
21億6,580万円
10.7％

県支出金
12億5,889万4千円

6.2％

繰入金
9億2,790万6千円

4.6％

その他
11億2,646万2千円

5.6％

歳　入

地方消費税交付金
7億4,800万円
3.7％

諸収入
8億 9,458 万 3千円

4.4%

202億5,500万円

９ ２０１５．４広報なかの



◆ 

産
科
医
等
確
保
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
７
５
万
円

周
産
期
医
療
の
支
援
策
と
し
て
、
市
内
の

産
科
医
な
ど
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆ 

北
信
総
合
病
院
再
構
築
事
業

　
　
　
　
　
　

４
億
１
５
５
６
万
８
千
円

地
域
医
療
の
充
実
を
図
る

た
め
、
北
信
総
合
病
院
の

再
構
築
に
対
し
、
財
政
支

援
し
ま
す
。

◆ 

健
（
検
）
診
事
業

　
　
　
　
　
　

１
億
１
９
６
０
万
８
千
円

基
本
健
診
、各
種
が
ん
検
診
な
ど
を
行
い
、

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を

図
り
ま
す
。

● 

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
２
５
万
１
千
円

生
活
困
窮
者
が
困
窮
状
態
か
ら
早
期
に
脱

却
で
き
る
よ
う
に
、
自
立
相
談
、
子
ど
も

の
学
習
、住
居
確
保
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

□ 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら
特 

殊
浴
槽
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
７
２
万
円

利
用
者
が
安
心
し
て
入
浴
で
き
る
よ
う
、

平
成
27
年
度
予
算
の

　

総
合
計
画
で
掲
げ
た
都
市
像
「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と　

文
化
が
香
る
元
気
な

ま
ち
」
の
柱
と
な
る
、
７
項
目
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
な
事
業
を
紹
介
し

ま
す
。

１０２０１５．４ 広報なかの

主要事業の紹介

主
な
事
業

①
市
民
一
人
ひ
と
り
に
開
か
れ
た

　
市
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

● 

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
０
０
万
円

災
害
時
な
ど
に
安
定
し
た
防
災
情
報
お
よ

び
行
政
情
報
を
伝
え
る
た
め
、
豊
田
地
域

の
屋
外
子
局
を
含
め
た
防
災
行
政
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
の
実
施
設
計
に
着
手
し
ま

す
。

◆ 

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
若
者
会
議
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６８
万
円

市
の
将
来
を
担
う
若

者
自
ら
が
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
考
え
、
長
期
的

な
展
望
に
立
っ
た
施

策
に
つ
い
て
事
業
提

案
を
行
う
若
者
会
議

を
開
催
し
ま
す
。

◆ 

不
妊
治
療
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

不
妊
治
療
を
行
っ
て
い
る
夫
婦
に
治
療
費

の
一
部
を
補
助
し
、
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
ま
す
。

◆ 

不
育
症
治
療
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５０
万
円

不
育
症
治
療
を
行
っ
て
い
る
夫
婦
に
治
療

費
の
一
部
を
補
助
し
、
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
ま
す
。

◎ 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

６
６
７
７
万
７
千
円

留
守
家
庭
の
放
課
後
児
童
の
健
全
育
成
を

図
る
た
め
、
小
学
校
３
年
生
ま
で
で
あ
っ

た
対
象
を
、
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡
大
し

ま
す
。
ま
た
、
土
曜
日
な
ど
小
学
校
の
休

日
に
お
け
る
開
所
時
間
を
拡
大
し
ま
す
。

◎ 

保
育
所
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
５
億
３
６
４
２
万
９
千
円

新
た
な
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
策
に

よ
り
、
多
様
な

保
育
ニ
ー
ズ
に
見

合
っ
た
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
体
制

を
充
実
し
ま
す
。

●
は
新
規
事
業
（
来
年
度
も
継
続
予
定
の
あ
る
事
業
）

□
は
臨
時
事
業
（
平
成
２７
年
度
の
み
の
事
業
）

◎
は
拡
大
事
業
（
内
容
を
拡
充
し
た
事
業
）

◆
は
継
続
事
業
、
金
額
は
事
業
予
算
額
を
表
し
て
い
ま
す
。

凡
例
説
明

□ 

中
野
市
合
併
１０
周
年
記
念
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
４
９
万
９
千
円

合
併
10
周
年
記
念
事
業
検
討
会
か
ら
提
案

の
あ
っ
た
事
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

● 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
１
万
円

都
市
住
民
を
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
し

て
受
け
入
れ
、
豊
田
地
域
の
地
域
お
こ
し

活
動
に
従
事
し
て
も
ら
い
、隊
員
の
定
住
・

定
着
を
図
り
ま
す
。

◆ 

新
庁
舎
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

４
３
３
２
万
３
千
円

債
務
負
担
行
為
修
正
の
議
会
の
意
向
を
踏

ま
え
、
基
本
設
計
を
行
う
中
で
市
民
の
皆

様
の
ご
意
見
を
う
か
が
い
な
が
ら
事
業
を

進
め
ま
す
。

● 

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
６
８
４
万
円

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
に
つ
い
て
周
知

②
思
い
や
り
と
地
域
の
連
帯
で
支
え

る
健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

③
子
ど
も
の
元
気
を
ふ
る
さ
と
の

　
未
来
に
つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く
り

完成予想図

し
、
平
成
28
年
１
月
か
ら
個
人
番
号
カ
ー

ド
申
請
に
係
る
交
付
事
務
を
開
始
し
ま

す
。

老
朽
化
し
た
特
殊
浴
槽
を
入
れ
替
え
ま

す
。



１１ ２０１５．４広報なかの

平成 27 年度 当初予算 財政課財政係☎（２２）２１１１（内線２２１）

◆ 

自
然
観
察
会
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
９
万
３
千
円

小
学
生
を
対
象
に

千
曲
川
で
ラ
フ

テ
ィ
ン
グ
を
実
施

し
、
環
境
保
全
に

つ
い
て
学
び
、
多

様
な
野
生
動
植
物

が
生
育
で
き
る
自

然
環
境
の
保
護
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

◆ 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
０
０
万
円

環
境
負
荷
の
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及

促
進
を
図
る
た
め
、
住
宅
へ
の
太
陽
光
発

電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
要
す
る
経
費
に
対

し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆ 

し
尿
等
投
入
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
万
円

し
尿
お
よ
び
浄
化
槽
汚
泥
を
中
野
浄
化
管

理
セ
ン
タ
ー
で
処
理
を
す
る
た
め
の
投
入

施
設
を
建
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
環

境
の
保
全
を
図
り
ま
す
。

◆ 

新
規
就
農
者
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
２
９
万
５
千
円

親
元
で
の
新
規
就
農
者
な
ど
へ
の
支
援
の

ほ
か
、
新
規
参
入
者
の
農
業
機
械
、
住
居

な
ど
の
取
得
に
対
し
支
援
を
し
ま
す
。

◆ 

広
域
電
気
柵
更
新
及
び
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
９
２
万
円

広
域
電
気
柵
を
管
理
す
る
地
区
協
議
会
の

電
気
柵
の
維
持
管
理
費
用
お
よ
び
維
持
管

理
危
険
個
所
の
恒
久
柵
へ
の
更
新
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

● 

有
害
鳥
獣
駆
除
従
事
者
確
保
支
援
事

業　

 

　
　
　
　
　
　
　　

６
万
４
千
円

新
規
猟
銃
取
得
者
に
対
し
資
格
取
得
経
費

の
一
部
を
補
助
し
、
有
害
鳥
獣
駆
除
従
事

者
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

◆ 

多
様
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
８
３
万
７
千
円

地
元
農
産
物
を
さ
ま
ざ
ま
な
手
段
を
活
用

し
て
紹
介
し
、
更
な
る
消
費
拡
大
を
図
り

ま
す
。

◆ 

信
州
中
野
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
フ
ェ
ス
開

催
事
業　
　
　
　
　　

５
６
５
万
６
千
円

音
楽
交
流
の
促
進
と
文

化
芸
術
の
発
展
を
図
る

た
め
、
信
越
自
然
郷
９

市
町
村
、
姉
妹
都
市
、

知
音
都
市
な
ど
と
連
携

し
て
、
合
唱
団
、
吹
奏

楽
団
、
管
弦
楽
団
の
音

楽
発
表
会
を
行
い
ま
す
。

◆ 

音
楽
親
善
大
使
事
業

 

　
　
　
　
　
　

 

　
　
　

１
０
０
万
円

音
楽
都
市
と
し
て
の
知
名
度
を
高
め
る
た

め
、
本
市
の
音
楽
親
善
大
使
の
イ
ベ
ン
ト

出
演
を
通
し
て
、
本
市
ゆ
か
り
の
名
曲
や

本
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

□ 

所
蔵
資
料
展
示
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

４
９
８
万
６
千
円

（
仮
称
）
山
田
家
資
料
館
が
所
蔵
し
て
い

る
貴
重
な
書
画
・
工
芸
品
を
広
く
周
知
す

る
た
め
、
特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

◆ 
子
ど
も
音
楽
講
座
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

を
楽
し
も
う
！
」
事
業１６

８
万
８
千
円

豊
か
な
自
己
表
現
の
で
き
る
子
ど
も
を
育

む
た
め
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
講
座
を
開
催

し
、
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
場
を
設
け
ま

す
。

④
地
球
環
境
と
の
共
生
と
豊
か
な

　
心
の
人
間
社
会
づ
く
り

⑤
産
業
が
連
携
し
、
新
し
い
価
値
を

生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り

⑥
地
域
が
育
て
地
域
が
守
る
教
育
と

文
化
の
ま
ち
づ
く
り

⑦
安
全
・
快
適
で
機
能
的
な
都
市

　
基
盤
づ
く
り

◆ 

乳
幼
児
等
医
療
費
給
付
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

９
８
６
７
万
５
千
円

中
学
校
３
学
年
修
了
前
ま
で
の
子
ど
も
の

医
療
費
の
一
部
を
支
給
し
、
子
育
て
家
庭

の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
ま
す
。

◆ 

鉄
道
軌
道
安
全
輸
送
設
備
等
整
備
補

助
事
業　
　
　
　
　７

１
３
６
万
７
千
円

安
全
な
鉄
道
輸
送
を

確
保
す
る
た
め
、
地

域
鉄
道
事
業
者
（
長

野
電
鉄
株
式
会
社
）

が
行
う
安
全
性
向
上

の
た
め
の
設
備
整
備

工
事
、
信
州
中
野
駅

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工

事
（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
）
な
ど
を
支
援

し
ま
す
。

◆ 

新
斎
場
整
備
事
業

 

　
　
　
　
　
　
　

４
億
３
８
４
３
万
円

北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合
で
整
備
す
る
新

斎
場
建
設
に
係
る
事
業
費
を
負
担
し
ま

す
。

◆ 

防
犯
灯
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　

１
１
５
７
万
８
千
円

地
域
住
民
の
防
犯
に
寄
与
す
る
た
め
、
区

が
行
う
防
犯
灯
設
置
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

● 

道
路
施
設
定
期
点
検
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
０
０
０
万
円

道
路
橋
90
橋
の
定
期
点
検
を
実
施
し
、
安

全
で
円
滑
な
道
路
交
通
の
確
保
を
図
り
ま

す
。

◆ 

東
山
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化

事
業　
　
　
　
　
　
　
　

３
９
３
９
万
５
千
円

北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合
が
行
う
東
山
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
長
寿
命
化
事
業
費
の
一

部
を
負
担
し
ま
す
。



12２０１５．４ 広報なかの

条
　
例

補 

正 

予 
算

３
月
市
議
会
定
例
会
報
告

　
３
月
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
３
日
か

ら
20
日
ま
で
、
18
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
で
は
、
専
決
処
分
の
報
告
１

件
、
条
例
案
17
件
、
予
算
案
15
件
、
事
件

案
１
件
、
人
事
案
２
件
の
合
わ
せ
て
36
件

が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
予
算
案
１
件
が
修

正
案
で
可
決
さ
れ
、
そ
の
他
の
議
案
は
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
一
般
会
計
（
第
８
号
）
》

　
平
成
２6
年
度
の
一
般
会
計
予
算
に

７
９
８
５
万
４
千
円
を
増
額
し
、補
正
後
の

予
算
総
額
を
２
０
８
億
６
１
６
０
万
３
千

円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉

●
企
画
費
お
よ
び
国
際
・
都
市
間
交
流
で

は
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
が
増
額
に
な
っ
た

た
め
、
積
立
金
お
よ
び
謝
礼
の
経
費
を
増

「
中
野
市
特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
に
関

す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

　
「
中
野
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
」
の

中
野
市
辺
地
対
策
総
合
整
備
計
画
の
変
更

　
地
滑
り
に
よ
る
路
肩
崩
落
の
修
繕
な

ど
、
辺
地
の
総
合
整
備
計
画
の
対
象
事
業

や
事
業
費
の
計
画
の
変
更
に
当
た
り
、
議

会
の
議
決
を
得
ま
し
た
。

計
画
の
変
更

答
申
に
基
づ
き
、
特
別
職
の
う
ち
、
常
勤

の
特
別
職
の
職
員
お
よ
び
教
育
長
の
給
料

な
ら
び
に
議
会
の
議
員
の
報
酬
を
改
定
す

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例
」
の

一
部
改
正

　
県
の
補
助
基
準
の
見
直
し
に
合
わ
せ
、

市
の
補
助
基
準
に
お
け
る
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
交
付
者
の
う
ち
、
障
害
等
級

が
１
級
お
よ
び
２
級
に
該
当
す
る
者
と
、

父
子
家
庭
の
父
子
に
該
当
す
る
者
に
係
る

所
得
制
限
を
無
く
す
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

「
中
野
市
介
護
保
険
条
例
」
の
一
部
改
正

　
「
介
護
保
険
法
」
の
改
正
に
伴
い
、
介

護
保
険
料
率
の
区
分
を
改
め
る
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

額〈
土
木
費
〉

●
除
雪
事
業
費
で
は
、
１
月
分
の
除
排
雪

経
費
に
つ
い
て
は
先
に
専
決
処
分
し
た
経

費
で
処
理
し
ま
し
た
が
、
今
後
見
込
ま

れ
る
２
・
３
月
分
の
除
排
雪
経
費
な
ど
を

１
億
円
と
見
込
み
計
上

　
そ
の
ほ
か
、
繰
越
明
許
費
の
設
定

《
一
般
会
計
（
第
９
号
）
》

　
国
の
平
成
２6
年
度
補
正
予
算
に
お
い

て
、
「
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
交
付
金
」
が
創
設
さ
れ
た
こ
と

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、
平
成
２6
年
度
の

一
般
会
計
予
算
に
１
億
５
４
７
８
万
４
千

円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

２
１
０
億
１
６
３
８
万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
主
な
歳
出
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉

●
中
野
市
版
総
合
戦
略
策
定
事
業
費

お
よ
び
空
き
家
活
用
事
業
費
と
し
て

１
０
３
５
万
５
千
円
の
追
加

〈
民
生
費
〉

●
低
所
得
者
へ
の
商
品
券
の
給
付
事

業
お
よ
び
子
育
て
応
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
費
と
し
て

４
５
１
９
万
３
千
円
の
追
加

〈
労
働
費
〉

●
女
性
の
た
め
の
再
就
職
支
援
な
ど
の
雇

用
促
進
事
業
費
と
し
て
５
０
３
万
円
の
追

加〈
農
林
水
産
業
費
〉

●
新
規
就
農
者
へ
の
支
援
事
業
や
農

産
物
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
販
路
拡
大
に
向
け

た
売
れ
る
農
業
推
進
事
業
費
と
し
て

３
０
２
０
万
６
千
円
の
追
加

〈
商
工
費
〉

●
２０
％
分
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
加
算
す
る
商

品
券
２
億
５
２
０
０
万
円
分
を
発
行
す
る

ほ
か
、
外
国
人
留
学
生
招
致
事
業
や
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
事
業
費
と
し
て

５
５
９
０
万
円
の
追
加

〈
消
防
費
〉

●
消
防
施
設
維
持
整
備
事
業
費
と
し
て

８
１
０
万
円
の
追
加

　
そ
の
ほ
か
、
繰
越
明
許
費
の
設
定

《
特
別
会
計
》

〈
介
護
保
険
事
業
〉

●
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
介
護

保
険
シ
ス
テ
ム
の
改
修
経
費
を
計
上

《
監
査
委
員
》

　
井い

も

と本
久ひ

さ

お夫
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

引
き
続
き
井
本
久
夫
氏
を
選
任
す
る
こ
と

に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を
得
ま
し
た
。

《
人
権
擁
護
委
員
》

　
丸ま

る
や
ま山
正ま

さ
み
つ光
委
員
の
任
期
満
了
に
よ
る
次

期
委
員
の
推
薦
依
頼
が
あ
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
後
任
に
丸ま

る
や
ま山
康や

す
の
り憲
氏
を
候
補
者
と
し

て
推
薦
す
る
こ
と
が
適
任
と
認
め
ら
れ
ま

し
た
。

人
　
事
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【
縦
覧
制
度
】

　
縦
覧
帳
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
他
人
の

土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
公
開
す
る
こ
と

で
、
固
定
資
産
税
の
納
税
者
が
自
己
の
所

有
す
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
が
適
正
か

ど
う
か
を
比
較
で
き
る
制
度
で
す
。（
帳

簿
の
複
写
は
で
き
ま
せ
ん
。）

縦
覧
で
き
る
期
間
　
４
月
3０
日
㈭
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
午
前
８
時
3０

分
～
午
後
５
時
15
分

縦
覧
で
き
る
方
　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
。

な
お
、
土
地
の
納
税
者
は
「
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
」、
家
屋
の
納
税
者
は
「
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
」、
土
地
・
家
屋
の
納

税
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
帳
簿
を
縦
覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
で
き
る
内
容
　

①
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
、地
番
、

地
目
、
地
積
、
価
格

②
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
、
家
屋

番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面
積
、
価
格

縦
覧
に
必
要
な
も
の

①
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
運
転
免
許

証
や
保
険
証
な
ど
の
身
分
証
明
書

②
固
定
資
産
税
納
税
者
の
代
理
人
の
方

は
、
納
税
者
の
委
任
状
お
よ
び
代
理
人

の
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
の
身
分

証
明
書

【
閲
覧
制
度
】

　
納
税
義
務
者
が
、
固
定
資
産
税
台
帳
に

登
録
さ
れ
た
自
己
資
産
の
内
容
を
確
認
で

き
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
借
地
人
、
借
家

人
の
方
も
借
用
物
件
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

閲
覧
が
で
き
ま
す

資産税
固定

閲
覧
で
き
る
期
間
　
平
成
２8
年
３
月
31
日

㈭
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を

除
く
）
午
前
８
時
3０
分
～
午
後
５
時
15
分

閲
覧
で
き
る
方
　
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
、
納
税
管
理
人
、
破
産
管
財
人
、
借

地
人
、
借
家
人

閲
覧
に
必
要
な
も
の

①
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
は
、
運
転

免
許
証
や
保
険
証
な
ど
の
身
分
証
明
書

②
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者
の
代
理
人
の

方
は
、
納
税
義
務
者
の
委
任
状
お
よ
び

代
理
人
の
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど

の
身
分
証
明
書

③
借
地
・
借
家
人
は
、
賃
貸
借
契
約
書
お

よ
び
運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
の
身

分
証
明
書

④
相
続
人
は
、
戸
籍
謄
本
な
ど
相
続
関
係

が
分
か
る
も
の
お
よ
び
運
転
免
許
証
や

保
険
証
な
ど
の
身
分
証
明
書

●
縦
覧
・
閲
覧
手
数
料
　
無
料

●
縦
覧
・
閲
覧
場
所
　
税
務
課
ま
た
は
豊

　
田
支
所
地
域
振
興
課

※
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
土
地
と
家

屋
は
、
資
産
価
格
の
変
動
に
対
応
し
て

評
価
額
の
見
直
し
を
す
る
た
め
、
原
則

と
し
て
３
年
ご
と
の
基
準
年
度
に
評
価

替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。
平
成
２7
年
度
は

評
価
替
え
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
評
価

替
え
な
ど
に
よ
り
前
年
度
の
税
額
と
変

更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
不
明

な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

税
務
課
資
産
係
　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

市
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

　
市
税
は
、
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行

う
た
め
の
財
源
と
し
て
、
所
得
や
資
産
な

ど
の
状
況
に
応
じ
、
皆
さ
ん
に
公
平
に
負

担
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
、
平
成
２7
年
度
の
市
税
が
順

次
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
本
紙
に
挟
み
込
ん

で
あ
る
「
平
成
２7
年
度
中
野
市
市
税
公
共

料
金
納
付
計
画
表
」
を
毎
月
の
納
付
計
画

に
お
役
立
て
い
た
だ
き
、
納
期
内
納
付
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
納
期
内
に
納
付
し
て
い
た
だ
け

な
い
場
合
は
、
納
付
し
て
い
た
だ
い
た
方

と
の
不
公
平
を
な
く
し
、
税
負
担
の
公
平

性
を
確
保
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る

ほ
か
、
市
で
は
次
の
よ
う
な
滞
納
整
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
督
促
状
の
送
達

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
い
た
だ
け
な

い
場
合
は
、
納
期
限
後
２０
日
以
内
に
督
促

状
を
発
送
し
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、督
促
手
数
料
（
１
０
０
円
）

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

◆
延
滞
金
の
加
算

　
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
納
付
に
な
る
ま

で
の
間
、
本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
法
律

に
定
め
ら
れ
た
割
合
で
加
算
さ
れ
て
い
き

ま
す
。

市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

税金

◆
滞
納
処
分
（
財
産
の
差
し
押
さ
え
）

　
自
主
納
付
い
た
だ
け
ず
に
市
税
が
滞
納

と
な
っ
た
場
合
に
は
、
法
律
に
基
づ
き
滞

納
者
の
各
種
財
産
を
調
査
し
、
差
し
押
さ

え
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
り
強
制
徴
収
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
は
、
長
野
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

と
協
力
し
、
滞
納
者
の
預
貯
金
、
給
与
、

不
動
産
な
ど
の
差
し
押
さ
え
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
差
し
押
さ
え
た
動
産
や
不

動
産
は
公
売
に
よ
り
売
却
し
て
い
ま
す
。

○
便
利
な
「
口
座
振
替
」

　
市
税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に
、
便

利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

取
扱
金
融
機
関

　
㈱
八
十
二
銀
行
、
中
野
市
農
業
協
同
組

合
、
北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協
同
組
合
、
長

野
信
用
金
庫
、
㈱
長
野
銀
行
、
長
野
県
信

用
組
合
、
長
野
県
労
働
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
（
長
野
県
・
新
潟
県
内
に
限
る
）

○
コ
ン
ビ
ニ
納
付

　
納
期
限
内
の
納
付
で
あ
れ
ば
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
市
税
の
納
付
が
で

き
ま
す
。（
合
計
金
額
3０
万
円
ま
で
）

　
２4
時
間
、
土
・
日
・
祝
日
で
も
受
け
付

け
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

税
務
課
収
納
係
　

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
７
・
２
２
８
）

固
定
資
産
の
縦
覧
と
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市
で
は
、
市
民
の
権
利
・
利
益

を
保
護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
取
得

に
係
る
本
人
通
知
制
度
」
を
４
月

１
日
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
住
民
票
や
戸

籍
謄
本
の
写
し
な
ど
の
証
明
書

が
、
第
三
者
か
ら
不
正
に
取
得

さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
場
合
に
、
当
事
者
本
人
に
不

正
取
得
の
事
実
を
通
知
す
る
も

の
で
す
。

　

対
象
と
な
る
証
明

　
住
民
基
本
台
帳
法
お
よ
び
戸
籍

法
の
規
定
に
基
づ
く
、
次
の
証
明

が
対
象
で
す
。

①
住
民
票
の
写
し
（
削
除
さ
れ
た

住
民
票
の
写
し
を
含
む
）

②
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書
（
削

除
さ
れ
た
住
民
票
記
載
事
項
証

明
書
を
含
む
）

③
戸
籍
の
附
票
の
写
し
（
削
除
さ

れ
た
戸
籍
の
附
票
の
写
し
を
含

む
）

④
戸
籍
謄
本
・
抄
本
（
除
籍
謄
本
・

抄
本
、
改
正
原
戸
籍
な
ど
を
含

む
）

⑤
戸
籍
届
出
書
記
載
事
項
証
明
書

　

本
人
通
知
対
象
者

〇
現
在
、
本
市
に
住
所
や
本
籍
が

あ
る
方

〇
過
去
に
、
本
市
に
住
所
や
本
籍

が
あ
っ
た
方

※
た
だ
し
、
亡
く
な
っ
た
方
や
失

踪
宣
告
を
受
け
た
方
お
よ
び
本

市
に
戸
籍
や
住
民
票
が
無
く
、

所
在
が
確
認
で
き
な
い
方
は
対

象
外
で
す
。

　

通
知
の
方
法
と
内
容

　
郵
送
に
よ
り
、
次
の
内
容
を
記

し
た
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

①
証
明
書
を
交
付
し
た
年
月
日

②
証
明
書
の
種
類

③
交
付
し
た
証
明
書
の
通
数

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
窓
口
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
４
）

窓口

住
民
票
の
写
し
等
の
不
正
取
得
に
係
る

本
人
通
知
制
度
を
開
始
し
て
い
ま
す

　
３
月
31
日
任
期
満
了
に
伴
う
中

野
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙

が
、
２
月
22
日
に
告
示
さ
れ
ま
し

た
。
委
員
の
定
数
は
第
１
選
挙
区

（
中
野
区
域
）
が
19
人
、
第
２
選

挙
区
（
豊
田
区
域
）
が
４
人
で
、

立
候
補
の
届
け
出
は
い
ず
れ
も
定

数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、
無
投

票
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
選
さ
れ
た
委
員
の
皆
さ
ん
は

次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
任
期

は
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

当
選
人
（
届
け
出
順
・
敬
称
略
）

第
１
選
挙
区
（
１９
人
）

高た
か
は
し橋

直な

お

し志
（
田
麦
）　
有あ

る

が賀
勉つ

と
む（

牛

出
）　
奥お

く

つ津
一か

ず
ひ
と仁
（
西
条
）　
市い

ち
む
ら村

安や
す
と
も友

（
安
源
寺
）　
白し

ら

い井
理み

ち
ひ
さ久

（
笠

原
）　
牧ま

き

の野
貢み

つ
ぐ

（
間
山
）　
宮み

や
じ
ま島

包か
ね
よ
し義

（
三
ツ
和
）　
柳や

な
ぎ
さ
わ沢

和か

ず

と人
（
三

ツ
和
）　
阿あ

べ部
正ま

さ
ひ
ろ博

（
竹
原
）　

清し

み

ず水
一か

ず

お夫
（
吉
田
）　
小こ

ば
や
し林

正ま
さ
み
ち迪

（
岩
船
）　
山や

ま

だ田
喜よ

し
ひ
で英

（
岩
井
）　

中な
か
む
ら村

幸こ

う

じ

ろ

う

次
郎
（
中
野
）　
春す

の
は
ら原

助す
け
よ
し義（

新
井
）　
小こ

ば
や
し林

利と

し

お雄（
江
部
）

浅あ

さ

の野
清き

よ
し（

赤
岩
）　
山や

ま

だ田
一か

ず
し
げ茂

（
柳

沢
）　
中な

か
む
ら村
秀ひ

で

と人
（
更
科
）　
渡わ

た
な
べ辺

義よ

し

お夫
（
越
）

第
２
選
挙
区
（
４
人
）

小こ
ば
や
し林

成し

げ

お雄
（
穴
田
）　
清き

よ

の野
信の

ぶ
ゆ
き之

（
豊
津
）　
臼う

す

い井
信の

ぶ
ゆ
き幸
（
上
今
井
）

中な
か
じ
ま島

守も
り
し
げ成

（
永
江
）

　
ま
た
、中
野
市
農
業
協
同
組
合
、

北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協
同
組
合
、

土
地
改
良
区
、
北
信
農
業
共
済
組

合
、
市
議
会
か
ら
推
薦
さ
れ
た
次

の
方
々
が
４
月
１
日
付
で
農
業
委

員
会
委
員
と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

小こ
ば
や
し林
豊ゆ

た
か（
中
野
市
農
業
協
同
組
合
）

中な
か
じ
ま島
源み

な
も
と（
北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協

同
組
合
）　
桜さ

く
ら
い井

興こ
う
い
ち一

（
土
地
改

良
区
）　
金か

な

い井
光て

る
ま
さ正

（
北
信
農
業

共
済
組
合
）　
芦あ

し
ざ
わ沢
孝た

か
ゆ
き幸
（
市
議

会
議
員
）　
保ほ

し

な科
政せ

い

じ次
（
市
議
会

議
員
）　
小こ

ば
や
し林

秀ひ

で

こ子
（
市
議
会
推

薦
）　
伝で

ん

だ田
和か

ず

こ子
（
市
議
会
推
薦
）

問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
２
４
）

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
８
）

▲当選証書を受け取られた
農業委員会委員の皆さん

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
の
結
果

選挙

本人通知制度の仕組み

中野市

本人

国や地方公共団体の機関
（法務局など）

第三者
①住民票の写し等
　の交付申請

②交付

④不正取得があった旨の通知

⑤不正取得の
　事実を通知

③不正取得
　の判明
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中
野
市
地
域
公
共
交
通
対
策
協

議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
交

通
の
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」「
お

出
か
け
タ
ク
シ
ー
」
を
運
行
し
て

い
ま
す
。
交
通
渋
滞
の
緩
和
や
地

球
温
暖
化
対
策
の
た
め
に
も
、
環

境
に
や
さ
し
い
公
共
交
通
機
関
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
運
行
日
は
、
平
日
の
み
と
な
り

ま
す
。（
た
だ
し
、
12
月
29
日
か

ら
１
月
３
日
ま
で
は
運
休
）

　
利
用
料
金
は
次
の
と
お
り
で
、

シ
ル
バ
ー
乗
車
券
が
利
用
で
き
ま

す
。（
バ
ス
定
期
券
、
バ
ス
回
数

券
は
使
え
ま
せ
ん
）

ふ
れ
あ
い
バ
ス

【
倭
・
科
野
地
区
】 

１
乗
車
３
０
０
円

（
主
な
停
留
所
）
中
野
市
役
所 

―

北
信
総
合
病
院 

― 

一
本
木
（
イ

オ
ン
中
野
店
）
― 

深
沢
神
社 

―

岩
井
東

【
豊
田
地
域
】　
１
乗
車
２
０
０
円

（
主
な
停
留
所
）
上
今
井 

― 

替

佐
駅 

― 

中
野
市
豊
田
支
所 

―

硲
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー 

― 

毛
野

川
橋 
― 
三
俣

お
出
か
け
タ
ク
シ
ー

【
高
丘
・
平
野
・
延
徳
地
区
】　

１
乗
車
４
０
０
円

（
主
な
停
留
所
）
大
俣
生
活
セ
ン

タ
ー
、
牛
出
公
会
堂
、
大
熊
公

民
館
下
、
中
野
駅
、
北
信
総
合

病
院

○
利
用
す
る
に
は
予
約
が
必
要
で

す
。

予
約
専
用
番
号

０
９
０
（
１
５
４
１
）
０
４
０
０

〇
予
約
の
あ
っ
た
停
留
所
の
み
運

行
し
ま
す
。

○
第
１
便
は
「
市
内
中
心
部
へ
行

く
便
」、
第
２
～
４
便
は
「
各

地
区
へ
帰
る
便
」
の
運
行
と
な

り
ま
す
が
、
予
約
状
況
に
よ
っ

て
は
、
地
区
内
の
停
留
所
間
の

移
動
も
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
地
域
公
共
交
通
対
策
協
議

会
事
務
局
（
政
策
情
報
課
政
策
推

進
係
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
６
）

交通

　
集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、
第
３
次

中
野
市
行
政
改
革
大
綱
に
基
づ

き
、「
コ
ン
パ
ク
ト
な
組
織
体
制
」、

「
持
続
力
の
あ
る
財
政
運
営
」
を

目
指
し
、
将
来
を
見
据
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
行
政
課
題
に
対
し
優
先
的

に
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
ま
と
め

た
も
の
で
す
。

　
市
の
将
来
の
課
題
と
し
て
、
合

併
に
よ
る
財
政
支
援
措
置
の
縮

減
・
廃
止
、
人
口
減
少
に
よ
る
地

方
税
の
減
収
、
高
齢
化
に
よ
る
社

会
保
障
費
の
増
加
、
公
共
施
設
や

公
共
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
更
新
費
の

増
加
な
ど
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
満
足
が
い
く
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
継
続
し
て
提
供
し
て
い
く
た

め
、
プ
ラ
ン
で
は
、「
自
主
財
源

の
確
保
」、「
歳
出
の
見
直
し
」、「
公

共
施
設
の
最
適
化
」を
テ
ー
マ
に
、

平
成
32
年
度
ま
で
に
取
り
組
む
べ

き
事
項
と
し
て
45
項
目
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

　
今
回
、
そ
の
具
体
的
な
目
標
数

値
な
ど
を
定
め
た
進
捗
管
理
シ
ー

ト
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

進
捗
管
理
シ
ー
ト
の
閲
覧
場
所

　
政
策
情
報
課
、
豊
田
支
所
地
域

振
興
課
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
今
後
、Plan

（
目
標
設
定
）、

Do

（
実
行
）、Check

（
実
績
）、

Action

（
反
省
・
課
題
・
改
善
な

ど
の
検
証
）
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ

イ
ク
ル
を
繰
り
返
し
、
行
政
経
営

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

政
策
情
報
課
行
政
管
理
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
１
）

第
３
次
中
野
市
行
政
改
革
集
中
改
革
プ
ラ
ン

政策
　
平
成
2７
年
度
か
ら
平
成
31
年
度

ま
で
の
地
域
情
報
化
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
こ
の
計
画
は
、
情
報
通
信
技
術

が
も
た
ら
し
て
い
る
社
会
構
造
の

変
化
に
対
応
し
た
行
政
運
営
や
地

域
社
会
の
情
報
化
を
推
進
す
る
た

め
、
市
が
目
指
す
べ
き
方
針
と
目

標
を
定
め
、
実
施
す
る
施
策
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

　
今
後
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
必
要
な
情
報
や
書

類
を
入
手
で
き
、
ま
た
諸
手
続
き

が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
情
報
化

施
策
を
推
進
し
利
便
性
向
上
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

計
画
の
閲
覧
場
所

　
政
策
情
報
課
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ(http://w

w
w.city.nakano.

nagano.jp)

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

　
計
画
策
定
に
先
立
ち
、
ご
意
見

を
募
集
し
ま
し
た
が
、
応
募
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

政
策
情
報
課
情
報
統
計
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

～
ご
利
用
く
だ
さ
い
地
域
の
足
～

「
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」「
お
出
か
け
タ
ク
シ
ー
」

第
2
次
中
野
市
地
域
情
報
化
計
画

お
よ
び
進
捗
管
理
シ
ー
ト

行政改革大綱
行政改革集中改革プラン
（仕事のやり方や内容を変える）

行政経営
（効率化）

住民福祉増進
（市民満足）

○課題への対応
○目標、重点事項 ○行政サービス向上

○将来の課題

行政改革のフロー

情報
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

意
見
を
環
境
行
政
に
反
映
し
て
い

く
た
め
、
環
境
保
全
、
一
般
廃
棄

物
の
減
量
、
そ
の
他
環
境
に
関
す

る
重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る

中
野
市
環
境
審
議
会
の
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

募
集
人
数
　
若
干
名

募
集
期
限
　
５
月
８
日
㈮（
必
着
）

任
期
　
６
月
３
日
㈬
～
平
成
29
年

６
月
２
日
㈮
（
２
年
間
）

応
募
資
格　

６
月
３
日
㈬
現
在

で
、
次
の
項
目
の
全
て
に
該
当
す

る
方

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方

・
満
20
歳
以
上
の
方

・
年
に
数
回
、
平
日
に
開
催
す
る

審
議
会
に
出
席
で
き
る
方

・
環
境
施
策
お
よ
び
関
連
す
る
分

野
に
つ
い
て

日
ご
ろ
か
ら

関
心
を
持

ち
、
現
状
の

課
題
と
今
後

の
取
り
組
む

べ
き
施
策
な

ど
に
つ
い
て
意
見
や
提
言
を
い

た
だ
け
る
方

報
酬　

あ
り

応
募
方
法
　
環
境
に
関
す
る
自
分

の
考
え
や
意
見
を
、
４
０
０
字
程

度
（
様
式
は
任
意
）
に
ま
と
め
た

作
文
と
、
環
境
課
に
設
置
し
て
あ

る
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
環
境
課
へ
直
接
お
持
ち
い

た
だ
く
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

※
応
募
用
紙
は
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://www.city.

nakano.nagano.jp

）
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

選
考
方
法　

応
募
の
動
機
や
経

歴
、
作
文
の
内
容
な
ど
に
よ
り
選

考
を
行
い
ま
す
。
選
考
結
果
は
、

応
募
者
に
直
接
通
知
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
３-

８
６
１
４
（
住
所
記

載
不
要
）

環
境
課
環
境
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
７
）

フ
ァ
ク
ス
�
５
９
２
３

Ｅ
メ
ー
ル kankyo@city.nakano.

nagano.jp

募集

中
野
市
環
境
審
議
会
委
員

指定管理者制度施設

　指定管理者制度は、多様化する住民ニーズに、より効果的・効率的に対応するため、公の施設の管理に
民間の能力を活用しつつ、住民サービスの向上と経費の削減などを図ることを目的とした制度です。

施設名称 指定管理者
デイサービスセンターうまし苑・つどい苑・さくら、ぴあワーク就労支援施設、
りんごの木共同作業所、福祉ふれあいセンター、福祉ふれあいセンター永田分場 社会福祉法人 中野市社会福祉協議会

市民プール シンコースポーツ株式会社 長野支店
市営野球場、市営運動場、市民体育館、武道館、市営テニス場、弓道場、コミュニ
ティスポーツセンター、北公園、北部運動場、篠井川河川敷運動広場、永田テニス場、
永田社会体育運動場、市営豊田テニス場、市営豊田野球場、市営豊田マレットゴル
フ場、市営豊田運動公園クラブハウス、Ｂ＆Ｇ海洋センター、屋内運動場、多目的サッ
カー場

中野市体育協会

屋内ゲートボール場、農村環境改善センター帯の瀬ハイツ、帯の瀬農産物加工施設 公益社団法人 中野広域シルバー人材
センター

乗馬センター 中野市体育協会 中野乗馬クラブ
浜津ケ池公園市民センター 信州中野蕎麦文化普及会
中野陣屋・県庁記念館、観光会館・日本土人形資料館、信州中野観光センター、
晋平の里間山温泉公園、北信濃ふるさとの森文化公園 一般財団法人 中野市産業公社

中野地域職業訓練センター 職業訓練法人 中高職業訓練協会
一本木公園、一本木公園展示館、一本木公園中野小学校旧校舎・信州中野銅石版画
ミュージアム 一般社団法人 一本木公園バラの会

高梨館跡公園 有限会社 山本組
豊田農産物加工施設 中野市豊田農産物加工施設利用組合
南永江地区地域交流センター 南永江自治会
豊田温泉公園、斑尾高原体験交流施設、豊田ふるさと交流館 株式会社 斑尾

問い合わせ先
政策情報課行政管理係　☎（２２）２１１１（内線４０１）

▼現在、指定管理者で管理している施設一覧（施設名称は一部略称）

　このたび、中野市多目的サッカー場の管理運営を行う指定管理者を、３月２日付で指定しました。
　指定期間　　平成 27 年４月１日から平成 32 年３月 31 日まで（５年間）
　指定管理者　中野市体育協会　　　　所管課　　文化スポーツ振興課
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福
祉
医
療
費
給
付
金
と
は
、
左

表
の
方
を
対
象
に
、
医
療
費
の
自

己
負
担
額
の
一
部
を
給
付
す
る
制

度
で
す
。

　
４
月
よ
り
、
所
得
制
限
の
一
部

を
撤
廃
し
、
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
１
級
・
２
級
の
方
お
よ
び

父
子
家
庭
の
父
子
の
方
全
員
に
対

し
、
給
付
範
囲
を
拡
大
し
ま
す
。

　
福
祉
医
療
費
の
給
付
を
受
け
る

に
は
、
受
給
者
証
の
交
付
申
請
が

必
要
で
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方

は
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
対
象
と
思
わ
れ
る
方
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
申
請
の
際
に
は
、

保
険
証
、
各
種
手
帳
（
身
体
障
害

者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
）、
印
鑑
、
通

帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

■
乳
幼
児
等
に
関
す
る
こ
と

子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
５
６
）

■
乳
幼
児
等
以
外
に
関
す
る
こ
と

福
祉
課
厚
生
保
護
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
７
６
）

福
祉
医
療
費
給
付
金
制
度
の

福祉

一
部
を
改
正
し
ま
す

区分 対象者 所得制限 給付範囲
乳幼児
等

０歳から中学校３年
生まで なし 外来・入院

心身
障がい
者等

身体障害者手帳
１級、２級、３級 なし 外来・入院

身体障害者手帳４級 所得税非課税世帯（本人
とその同一世帯員） 外来・入院

療育手帳 Ａ１、 Ａ２、 Ｂ１ なし 外来・入院

療育手帳 Ｂ２ 特別障がい者手当所得制
限に準じる 外来・入院

精神障害者保健福祉
手帳１級 「所得制限なし」に改正 外来のみ

精神障害者保健福祉
手帳２級 「所得制限なし」に改正 外来のみ

精神障害者保健福祉
手帳３級

市民税非課税世帯（本人、
本人の生計を維持する配
偶者または扶養義務者）

外来のみ

65歳以上国民年金別
表該当者（障害基礎
年金１級または２級
受給者）

なし 外来・入院

ひとり
親家庭
等

母子家庭の母子 なし 外来・入院
父子家庭の父子 「所得制限なし」に改正 外来・入院
父母のいない児童 なし 外来・入院

※ひとり親家庭等とは、１8 歳未満（高等学校などに在学中の
　場合は、児童が ２0 歳未満まで）の児童を扶養している方です。

　
肺
炎
球
菌
は
肺
炎
の
原
因
と
な

る
菌
で
、
特
に
高
齢
者
や
慢
性
疾

患
を
お
持
ち
の
方
は
重
篤
化
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
通
常
１
回
の
接
種
で
５
年
以
上

の
効
果
が
認
め
ら
れ
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
よ
う
に
毎
年
接
種
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
保
持

増
進
を
図
る
た
め
、
こ
の
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
　
次
の
①
お
よ
び
②
に
該

当
す
る
市
民
の
方

①
平
成
27
年
度
（
平
成
27
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日

ま
で
の
間
）
に
、
65
歳
、
70
歳
、

75
歳
以
上
と
な
る
方（
た
だ
し
、

65
歳
、
70
歳
の
方
は
、
過
去
に

こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け

た
場
合
、
対
象
者
と
は
な
り
ま

せ
ん
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
を
有

す
る
方

※
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
年
齢
も
、

過
去
５
年
以
内
に
こ
の
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
あ

る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

医療機関名 住所 電話番号
アライクリニック 岩船 ４４４ －１ （２４）０6０１
飯田医院 中野 １650 －３ （２２）２6５３
市川内科医院 三好町一丁目２－１0 （２２）３３66
今井こども医院 岩船 １6１ － １３ （２４）７７５５
小田切医院 中央三丁目４－１6 （２２）３０５４
くまき整形外科・
リウマチ科クリニック一本木 ２8２ －１ （２３）１３０１

高野医院 中央二丁目6－２２ （２２）6８１０
佐藤病院 上今井 60１ （３８）３３１１
須藤医院 中野 １868 －７ （２２）３７４6
関整形外科 西条 ９７２ －１ （２２）6１７０
徳竹医院 中央一丁目７－３ （２２）３２０２
西原医院 西二丁目３－１6 （２２）３００７
北信総合病院 西一丁目５－6３ （２２）２１５１
長谷川クリニック 吉田 ７７0 －１ （２6）７７００
広田医院 中央一丁目２－１0 （２２）666１
丸谷医院 片塩 ４65－１ （２6）００７７
南谷整形外科 小田中 ４6２－１ （２２）７７２２
油井内科医院 金井 8９３－２ （２6）１２４１

健康

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す接

種
の
流
れ
　
左
表
の
委
託
医
療

機
関
へ
予
約
の
上
、
年
齢
が
確
認

で
き
る
も
の
（
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
）
を
持
参
し
中
野
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
予
診

票
兼
助
成
券
な
ど
を
交
付
し
ま
す
。

助
成
額
　
３
０
０
０
円
（
医
療
機

関
で
支
払
い
時
に
差
し
引
か
れ
、

差
額
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療
推
進
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
・

３
６
８
）

※このほか、市外医療機関の一部でも接種できる場
合があります。詳しくはお問い合わせください。

（五十音順）
◆高齢者肺炎球菌の予防接種ができる医療機関

65 歳 昭和 25 年４月２日生から
昭和 26 年４月１日生

70 歳 昭和 20 年４月２日生から
昭和 21 年４月１日生

75 歳以上 昭和 16 年４月１日以前生

◆平成 27年度に各年齢になる方
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平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
ま

で
の
「
中
野
市
老
人
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
計
画
は
、
団

塊
の
世
代
が
75
歳
に
達
す
る

２
０
２
５
年
を
見
据
え
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
住
み

や
す
い
と
実
感
が
持
て
る
よ
う
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
取
り
組
み
、
高
齢

者
福
祉
事
業
、
地
域
支
援
事
業

お
よ
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
適
切

に
提
供
し
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実

施
し
た
結
果
、
ご
意
見
の
提
出

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

計
画
書
の
閲
覧
場
所
　
高
齢
者

支
援
課
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペー
ジ

　
介
護
報
酬
改
定
に
伴
い
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際
に

支
払
う
金
額
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
よ

り
、
介
護
保
険
の
財
源
負
担
割
合

が
65
歳
以
上
は
22
％
、
40
～
64
歳

の
方
は
28
％
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
低
所
得
の
方
に
配
慮
す

る
た
め
、
基
金
の
取
り
崩
し
や
、

所
得
段
階
区
分
を
細
分
化
す
る
な

ど
、
負
担
軽
減
に
努
め
ま
し
た
。

　
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
別
途
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
12
年
４
月
に
始
ま
っ
て
以

来
、
介
護
保
険
制
度
は
老
後
の
日

常
生
活
の
安
心
を
支
え
る
仕
組
み

と
し
て
社
会
に
定
着
し
て
き
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
介
護
保
険
の
総
費
用

額
の
増
加
に
伴
い
保
険
料
の
大
幅

な
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
と
と
も

に
、
認
知
症
や
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
制
度
の

持
続
可
能
性
が
課
題
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
平
成
27
年
度
よ
り

介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、
次

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
す
。

介護

平
成
２7
年
度
か
ら

介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　
介
護
老
人
福
祉
施
設
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
）
へ
の
新
規
入
所

は
、
原
則
と
し
て
要
介
護
３
以
上

の
方
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
既
に
入
所
し
て
い
る

要
介
護
１
・
２
の
方
（
要
介
護
３

以
上
か
ら
要
介
護
１
・
２
に
状
態

が
改
善
さ
れ
た
場
合
も
含
む
）や
、

制
度
改
正
後
に
要
介
護
３
以
上
で

新
規
入
所
し
た
後
、
要
介
護
１
・

２
に
状
態
が
改
善
さ
れ
た
場
合
で

も
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
れ

ば
、
引
き
続
き
入
所
で
き
る
経
過

措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
要
介
護
１
・
２
で
も
認
知
症

な
ど
を
抱
え
て
お
り
、
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
れ
ば
新
規
入
所
が

認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
一
定
以
上
の
所
得
（
本
人
の
合

計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円
以
上

で
、
同
一
世
帯
の
第
１
号
被
保
険

者
〈
65
歳
以
上
の
方
〉
の
年
金
収

入
＋
そ
の
他
の
合
計
所
得
金
額
が

単
独
世
帯
で
２
８
０
万
円
以
上
、

２
人
以
上
世
帯
３
４
６
万
円
以

上
）
が
あ
る
方
が
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
際
は
、
利
用
者
負
担
が
１

割
か
ら
２
割
に
変
わ
り
ま
す
。

　
要
支
援
、
要
介
護
の
認
定
を
受

け
た
方
全
員
に
、
利
用
者
負
担
の

割
合
（
１
割
ま
た
は
２
割
）
が
記

載
さ
れ
た
「
介
護
保
険
負
担
割
合

証
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

　
低
所
得
の
施
設
利
用
者
の
う

ち
、
配
偶
者
が
市
民
税
課
税
者
で

あ
る
場
合
、
ま
た
は
預
貯
金
な
ど

が
一
定
額
（
単
身
１
千
万
円
、
夫

婦
２
千
万
円
）を
超
え
る
場
合
は
、

食
費
・
居
住
費
の
補
助
は
な
く
な

り
ま
す
。

中
野
市
老
人
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

　
平
成
29
年
４
月
ま
で
に
、
こ
れ

ま
で
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
で
行
わ

れ
て
い
た
介
護
予
防
訪
問
介
護
は

「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
」、
介
護
予
防

通
所
介
護
は「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
」

と
サ
ー
ビ
ス
名
が
変
わ
り
、
市
区

町
村
が
行
う
「
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
」
へ
移
行
し

ま
す
。「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
」
の
対
象
と
な
る

の
は
、要
介
護
認
定
で
要
支
援
１
・

２
お
よ
び
非
該
当
と
判
定
さ
れ
た

方
、
ま
た
は
要
介
護
状
態
と
な
る

恐
れ
の
高
い
方
で
す
が
、
65
歳
以

上
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
利
用
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
開
始
時

期
、
利
用
者
負
担
に
つ
い
て
は
市

区
町
村
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

■
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
こ
と

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
５
・

３
９
０
）

■
北
信
広
域
連
合
が
所
管
す
る
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
望
岳
荘
、
高
社

寮
、
千
曲
荘
、い
で
湯
の
里
、
菜
の
花

苑
、
ふ
る
さ
と
苑
）
に
関
す
る
こ
と

北
信
広
域
連
合
事
務
局

☎
�
５
０
５
０

１
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
際
の
利
用
者

負
担
が
変
わ
り
ま
し
た

２
介
護
保
険
料
が
変
わ
り

ま
し
た

３
介
護
老
人
福
祉
施
設（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

の
入
所
基
準
が
変
わ
り

ま
し
た

４
一
定
以
上
の
所
得
が

あ
る
方
は
利
用
者
負
担

が
２
割
に
な
り
ま
す

５
低
所
得
の
施
設
利
用
者

の
食
費
・
居
住
費
の
適

用
要
件
が
変
わ
り
ま
す

６
要
支
援
１
・
２
の
方
が
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が

一
部
変
更
に
な
り
ま
す

介
護
保
険
負
担
割
合
証

が
発
行
さ
れ
ま
す

介護保険の財源

公費
50％ 40 ～ 64 歳の方

の保険料

28％

22％

65 歳以上の方
の保険料

※平成 27 ～ 29 年度の割合です
（利用者負担分は除く）
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市
で
は
、
生
活
習
慣
病
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
よ
る
健
康
保

持
増
進
を
図
る
た
め
、
指
定
医
療

機
関
で
の
人
間
ド
ッ
ク
受
診
の
際

の
健
診
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

〇
対
象
者

①
35
歳
か
ら
74
歳
の
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
（
40
歳
か
ら
74
歳

の
方
は
、
特
定
健
診
と
し
て
受

診
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

※
た
だ
し
、
が
ん
検
査
は
40
歳
以
上

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険

者
（
75
歳
以
上
の
方
お
よ
び
65

歳
か
ら
74
歳
で
一
定
の
障
が
い

が
あ
る
方
）

〇
助
成
額
　
健
診
費
用
の
２
分
の

１
以
内
（
年
度
内
１
回
限
り
と

し
、
が
ん
ド
ッ
ク
助
成
や
各
地

区
で
行
わ
れ
る
特
定
健
診
を
受

け
た
方
は
除
き
ま
す
）

〇
申
し
込
み
・
受
診
方
法
　
ご
希

望
の
医
療
機
関
に
健
診
内
容
や

費
用
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ

の
上
、
受
診
の
予
約
を
し
て
く

だ
さ
い
。
予
約
後
、
受
診
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
福
祉
課
ま
た

は
健
康
づ
く
り
課
窓
口
で
「
受

診
助
成
券
」
の
交
付
申
請
を
し

健康

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
方
へ

健
診
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

て
く
だ
さ
い
。

〇
助
成
方
法
　
助
成
額
は
市
が
直

接
医
療
機
関
へ
支
払
い
ま
す
。

医
療
機
関
窓
口
で
は
、
健
診
費

用
か
ら
助
成
額
を
差
し
引
い
た

金
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

〇
指
定
医
療
機
関
　
３
月
に
全
戸

配
布
し
た
「
平
成
27
年
度
版
健

康
・
福
祉
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
12

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

福
祉
課
国
保
医
療
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
０
４
）

健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療
推
進
係

（
中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
８
）

　
市
内
の
農
産
物
や
加
工
品
を
取

り
揃
え
た
「
夏
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ

グ
」
に
掲
載
す
る
商
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

〇
募
集
商
品
　
中
野
市
産
農
産
物

お
よ
び
市
内
で
製
造
・
加
工
さ

れ
た
食
品
や
特
産
品
な
ど
で
、

贈
答
品
と
し
て
宅
配
が
可
能
な

も
の

〇
応
募
条
件

・
食
品
衛
生
法
な
ど
の
関
係
法
令

を
遵
守
す
る
こ
と

・
食
品
製
造
業
者
の
方
は
Ｐ
Ｌ
保

険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と

・
食
品
加
工
品
は
、
容
器
ま
た
は

包
装
な
ど
に
「
中
野
市
内
で
製

造
・
加
工
」
「
原
材
料
が
中
野

市
産
」
の
い
ず
れ
か
が
明
示
さ

れ
て
い
る
こ
と

・
中
野
市
産
地
・
観
光
Ｐ
Ｒ
用
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
使
用
許
可
を

取
得
し
て
い
る
こ
と

２
０
１
５

募集

夏
ギ
フ
ト
掲
載
商
品

〇
応
募
期
限
　
４
月
17
日
㈮

〇
申
込
方
法
　
商
品
企
画
書
（
様

式
あ
り
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
申
し
込
み
先
　
信
州
中
野
観
光

セ
ン
タ
ー

〇
掲
載
料

・
１
枠
　
３
千
円

・
２
枠
　
５
５
０
０
円

・
３
枠
　
８
千
円

・
４
枠
（
１
ペ
ー
ジ
）
　
１
万
円

※
１
枠
当
た
り
３
品
ま
で
掲
載
が

可
能

〇
手
数
料
　
１
個
に
つ
き
商
品
価

格
の
５
％

〇
発
行
部
数
　
４
万
２
千
部
（
中

野
市
・
茨
城
県
北
茨
城
市
・
大

分
県
竹
田
市
内
へ
の
全
戸
配

布
、
ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
会

員
の
方
へ
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー

ル
発
送
な
ど
）

〇
発
行
時
期
　
６
月
初
旬

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

売
れ
る
農
業
推
進
室

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
０
６
）

信
州
中
野
観
光
セ
ン
タ
ー

☎
�
５
５
８
１

▲ 2014 夏ギフト表紙

　
作
曲
家
中
山
晋
平
、
久ひ

さ
い
し石

譲じ
ょ
う

、

国
文
学
者
高
野
辰
之
―
。
中
野
市

に
生
ま
れ
育
っ
た
３
人
の
時
空
を

超
え
た
大
き
な
想
い
を
、
中
野
市

音
楽
親
善
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
麻ま

い衣

さ
ん
が
優
し
く
温
か
く
歌
い
上
げ

た
Ｃ
Ｄ
が
４
月
８
日
㈬
か
ら
発
売

（
税
抜
１
５
０
０
円
）
さ
れ
ま
す
。

　
故
郷
の
原
風
景
を
壮
大
な
ス

ケ
ー
ル
で
描
い
た
第
二
の
故
郷
と

も
呼
べ
る
中
野
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン

グ
「
空
み
あ
げ
て
」
は
、
自
然
の

尊
さ
、
生
き
る
こ
と
、
愛
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
力
強
く
表
現
し
て

い
ま
す
。

音楽

中
野
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

「
空
み
あ
げ
て 

ミ
ニ
ア
ル
バ
ム
」
発
売問

い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
９
４
）

空みあげて（中野市イメージソング）

Dreamland（中部電力CM）

ゴンドラの唄（中山晋平作曲）

つなぐ（冬の祭典 2015テーマ）

小さな写真（となりのトトロイメージソング）

故郷（高野辰之作詞）

▼収録曲一覧
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４
月
23
日
は
法
律
で
「
子
ど
も
読
書
の

日
」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
毎
月
23
日
を
含
む
日
曜
日
か

ら
土
曜
日
ま
で
の
１
週
間
を
『
家
庭
読
書

週
間
』
と
し
て
、
家
庭
で
読
書
に
親
し
む

活
動
を
推
進
し
ま
す
の
で
、
家
族
み
ん
な

で
読
書
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
平
成
27
年
度
の
家
庭
読
書
週
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

読書

～
家
族
み
ん
な
で
読
書
を
し
ま
し
ょ
う
～

子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

　
ま
た
、
各
家
庭
で
の
読
書
活
動
に
対
す

る
取
り
組
み
を
募
集
し
ま
す
。

　
家
庭
読
書
の
普
及
・
啓
発

と
な
る
取
り
組
み
を
し
た
家

庭
に
、
中
野
市
子
ど
も
読
書

活
動
『
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
』
を
授
与
す
る
と

と
も
に
、
市
立
図
書
館
・
広
報
紙
・
市
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

月 実施期間
４月 19 日㈰～ ２5 日㈯
５月 17 日㈰～ ２3 日㈯
６月 ２1 日㈰～ ２7 日㈯
７月 19 日㈰～ ２5 日㈯
８月 ２3 日㈰～ ２9 日㈯
９月 ２0 日㈰～ ２6 日㈯
10 月 18 日㈰～ ２4 日㈯
11 月 ２２ 日㈰～ ２8 日㈯
1２ 月 ２0 日㈰～ ２6 日㈯
１月 17 日㈰～ ２3 日㈯
２月 ２1 日㈰～ ２7 日㈯
３月 ２0 日㈰～ ２6 日㈯

中
野
市
子
ど
も
読
書
活
動

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
賞
』
の
募
集

応
募
内
容
　
家
庭
読
書
週
間
中
に
行
っ
た

家
庭
に
お
け
る
読
書
の
取
り
組
み

応
募
資
格
　
市
内
に
在
住
・
在
園
・
在
学

し
て
お
り
、
１８
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い

る
家
庭

応
募
方
法
　
所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
郵
送
に
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
応
募
用
紙
は
教
育
委
員
会
事
務

局
、
市
立
図
書
館
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（http://www.

city.nakano.nagano.jp

）

応
募
締
切
　
１2
月
25
日
㈮
（
必
着
）

賞
品
　
賞
状
、
額
お
よ
び
図
書
カ
ー
ド

１
万
円
分

そ
の
他
　
詳
し
く
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直
接
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

〒
３
８
９—

２
１
９
２（
住
所
記
載
不
要
）

教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
推
進
係
（
豊
田
支
所
内
）

☎
�
３
１
１
２
（
内
線
５
４
３
）

▼平成 ２7 年度　家庭読書週間

　今回は、椅子があればどこでもできるエクササ
イズを紹介します。おなか周りを鍛えることで、
体が引き締まったように見えるだけでなく、代謝
が良くなりダイエット効果も期待できます。

①椅子に深く座り、背筋を真っすぐにする。
②両手を頭の後ろに置き、胸を張る。
③おなかをねじるように右膝と左肘を近づけ
る。
④反対側も同様に、左右交互に５回ずつ行う。
※足を上げるのがきつい場合は、上半身だけ

をねじるように行いましょう。

※監修 フィットネスクラブ エフバイエー中野 健康運動指導士

元気もりもり！健康体操健康
「健康長寿のまち中野市」を目指して

横 正面

簡単引き締め！
仕事の合間にウエスト“キュッ”！

問い合わせ先
政策情報課政策推進係
☎（２２）２１１１（内線２１６）

コミュニティ助成事業
で整備しました

　宝くじの社会貢献広報事業である「コミュ
ニティ助成事業」による「宝くじの助成金」
を活用し、東山区がコミュニティセンターを
整備しました。

▲東山区で整備したコミュニティセンター

　コミュニティセンターの整備により、区民
の地域行事への参加を促し、コミュニティ活
動の一層の推進が図られます。真

っ
す
ぐ

お
な
か
を

ね
じ
る
よ
う
に
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職 
員 

人 

事

　
４
月
１
日
付
で
職
員
の
人
事
異

動
（
１
９
０
人
）
を
行
い
ま
し

た
。
本
庁
お
よ
び
支
所
な
ど
の
係

長
以
上
の
異
動
、
新
規
採
用
職
員

お
よ
び
退
職
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
※
（
　
）
内
は
旧
任

【
参
事
幹
】
　
参
事
幹
兼
健
康
福
祉
部
長

兼
福
祉
事
務
所
長
（
参
事
兼
健
康
づ
く
り

課
長
）
小
林
み
ゆ
き
、
参
事
幹
兼
く
ら
し

と
文
化
部
長
（
参
事
兼
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
長
兼
高
野
辰
之
記
念
館
長
）
佐
々
木

正
、
参
事
幹
兼
経
済
部
長
（
参
事
兼
政
策

情
報
課
長
）
原
誠
、
参
事
幹
兼
会
計
管
理

者
兼
会
計
課
長
（
参
事
兼
環
境
課
長
）
宮

澤
章
仁
、
参
事
幹
兼
教
育
次
長
（
参
事
兼

学
校
教
育
課
長
）
石
川
保
文

【
部
長
級
】
　
参
事
兼
庶
務
課
長
（
参
事

兼
議
会
事
務
局
次
長
）
保
科
篤
、
参
事
兼

税
務
課
長
（
税
務
課
長
）
久
野
常
志
、
参

事
兼
健
康
づ
く
り
課
長
（
参
事
兼
高
齢
者

支
援
課
長
兼
福
祉
事
務
所
次
長
）
斉
藤
武

美
、
参
事
兼
中
野
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
所

長
（
中
野
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
所
長
）
丸

山
松
良
、
参
事
兼
高
齢
者
支
援
課
長
兼
福

祉
事
務
所
次
長
（
参
事
兼
商
工
観
光
課

長
）
小
林
久
勝
、
参
事
兼
環
境
課
長
（
参

事
兼
地
域
振
興
課
長
）
久
保
利
幸
、
参
事

兼
上
下
水
道
課
長
（
上
下
水
道
課
長
）
小

嶋
学
、
参
事
兼
消
防
課
長
・
併
任
（
消
防

課
長
・
併
任
）
高
山
真
澄
、
参
事
・
併
任

（
副
参
事
・
併
任
）
佐
藤
和
義
、
参
事
兼

学
校
教
育
課
長
（
参
事
兼
子
育
て
課
長
兼

子
ど
も
相
談
室
長
）
宮
澤
利
彦
、
参
事
兼

監
査
委
員
事
務
局
長
（
監
査
委
員
事
務
局

長
）
池
野
正
美

【
課
長
】
　
政
策
情
報
課
長
（
売
れ
る
農

業
推
進
室
長
）
小
橋
善
行
、
子
育
て
課
長

兼
子
ど
も
相
談
室
長
（
副
参
事
兼
保
育
課

長
補
佐
兼
施
設
係
長
）
小
嶋
昭
一
、
保
育

課
長
（
副
参
事
兼
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼

商
工
係
長
）
佐
野
武
雄
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
長
（
副
参
事
兼
財
政
課
長
補
佐
兼

財
政
係
長
）
酒
井
久
、
中
山
晋
平
記
念
館

長
兼
高
野
辰
之
記
念
館
長
（
副
参
事
兼
図

書
館
副
館
長
）
下
田
由
人
、
市
民
課
長
兼

市
民
協
働
推
進
室
長
（
市
民
課
長
）
青
木

和
美
、
売
れ
る
農
業
推
進
室
長
（
副
参
事

兼
生
涯
学
習
課
長
補
佐
兼
生
涯
学
習
推
進

係
長
）
宮
本
浩
明
、
営
業
推
進
課
長
（
副

参
事
兼
北
信
広
域
連
合
事
務
局
次
長
補

佐
）
竹
前
辰
彦
、
議
会
事
務
局
次
長
（
副

参
事
兼
庶
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
文
書
係

長
）
柴
本
豊
、
農
業
委
員
会
事
務
局
長

（
副
参
事
兼
都
市
計
画
課
長
補
佐
兼
街
路

公
園
係
長
）
金
子
房
幸

【
課
長
級
】
　
副
参
事
兼
庶
務
課
長
補
佐

兼
庶
務
文
書
係
長
（
副
参
事
兼
福
祉
課
長

補
佐
兼
厚
生
保
護
係
長
）
土
屋
龍
昭
、
副

参
事
兼
税
務
課
長
補
佐
兼
課
税
係
長
（
税

務
課
長
補
佐
兼
税
務
係
長
）
太
田
敦
、
副

参
事
兼
子
育
て
課
長
補
佐
兼
子
ど
も
支
援

係
長
（
副
参
事
兼
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼

総
務
係
長
）
杉
本
光
正
、
副
参
事
兼
市
民

課
長
補
佐
兼
国
民
年
金
係
長
（
地
域
振
興

課
長
補
佐
兼
振
興
係
長
）
山
崎
幸
正
、
副

参
事
兼
道
路
河
川
課
長
補
佐
兼
土
木
係
長

（
副
参
事
兼
農
政
課
長
補
佐
兼
耕
地
林
務

係
長
）
上
野
慎
一
、
副
参
事
兼
学
校
教
育

課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
（
市
民
課
長
補
佐

兼
国
民
年
金
係
長
兼
生
活
交
通
安
全
係

長
）
小
林
由
美
、
副
参
事
兼
生
涯
学
習
課

長
補
佐
兼
生
涯
学
習
推
進
係
長
（
道
路
河

川
課
長
補
佐
兼
土
木
係
長
）
竹
内
貞
禎
、

副
参
事
兼
博
物
館
副
館
長
（
博
物
館
副
館

長
）
小
林
学

【
課
長
補
佐
】
　
政
策
情
報
課
長
補
佐
兼

政
策
推
進
係
長
（
政
策
情
報
課
長
補
佐
）

柴
本
清
天
、
財
政
課
長
補
佐
兼
財
政
係
長

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
補
佐
兼
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係
長
）
栗
林
淳
一
、
福
祉
課

長
補
佐
兼
国
保
医
療
係
長
（
環
境
課
主
幹

兼
衛
生
係
長
）
豊
田
和
広
、
高
齢
者
支
援

課
長
補
佐
兼
介
護
予
防
包
括
支
援
係
長

（
健
康
づ
く
り
課
主
幹
兼
母
子
保
健
係

長
）
吉
村
恵
利
子
、
保
育
課
長
補
佐
兼
施

設
係
長
（
都
市
計
画
課
主
幹
兼
建
築
住
宅

係
長
）
佐
々
木
篤
博
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
長
補
佐
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
長
（
道

路
河
川
課
主
幹
兼
監
理
係
長
）
徳
永
和

彦
、
農
政
課
長
補
佐
兼
耕
地
林
務
係
長

（
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
文
化
財
係
長
）
頓

所
勲
、
営
業
推
進
課
長
補
佐
兼
観
光
交
流

係
長
（
政
策
情
報
課
長
補
佐
兼
政
策
推
進

係
長
）
田
中
勇
、
都
市
計
画
課
長
補
佐
兼

街
路
公
園
係
長
（
税
務
課
主
幹
兼
資
産
係

長
）
戸
田
修
三
、
上
下
水
道
課
長
補
佐
兼

監
理
係
長
（
税
務
課
主
幹
兼
収
納
係
長
）

石
川
雅
之
、
図
書
館
副
館
長
（
高
齢
者
支

援
課
長
補
佐
兼
介
護
予
防
包
括
支
援
係

長
）
藤
澤
佳
繁

【
課
長
補
佐
級
】
　
税
務
課
主
幹
兼
資
産

係
長
（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振
興

係
長
）
神
田
幸
一
、
税
務
課
主
幹
兼
収
納

係
長
（
福
祉
課
国
保
医
療
係
長
）
小
橋
俊

樹
、
福
祉
課
主
幹
兼
厚
生
保
護
係
長
（
商

工
観
光
課
観
光
係
長
）
小
林
浩
、
福
祉
課

主
幹
兼
障
が
い
福
祉
係
長
（
子
ど
も
相
談

室
子
ど
も
相
談
係
長
）
池
田
純
子
、
子
ど

も
相
談
室
主
幹
兼
子
ど
も
相
談
係
長
（
人

権
・
男
女
共
同
参
画
課
主
幹
兼
男
女
共
同

参
画
係
長
兼
中
野
人
権
セ
ン
タ
ー
主
幹
）

小
畑
悦
子
、
環
境
課
主
幹
兼
衛
生
係
長

（
上
下
水
道
課
監
理
係
長
）
池
田
義
博
、

市
民
協
働
推
進
室
主
幹
兼
推
進
係
長
兼
市

民
課
主
幹
兼
生
活
交
通
安
全
係
長
（
市
民

課
主
幹
兼
窓
口
係
長
）
鳥
羽
法
祐
、
道
路

河
川
課
主
幹
兼
監
理
係
長
兼
新
幹
線
対
策

室
主
幹
兼
調
整
係
長
（
保
育
課
保
育
係

長
）
丸
山
晃
、
道
路
河
川
課
主
幹
兼
国
土

調
査
係
長
（
新
幹
線
対
策
室
主
幹
兼
調
整

係
長
）
中
村
敏
雄
、
道
路
河
川
課
主
幹
兼

維
持
係
長
（
道
路
河
川
課
維
持
係
長
）
小

林
雄
一
、
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
文
化
財
係

長
（
中
央
公
民
館
主
幹
兼
教
育
係
長
）
松

本
則
夫
、
中
央
公
民
館
主
幹
兼
教
育
係
長

（
都
市
計
画
課
主
幹
兼
監
理
計
画
係
長
）

竹
内
和
彦
、
議
会
事
務
局
主
幹
兼
庶
務
係

長
兼
議
事
係
長
（
議
会
事
務
局
庶
務
係
長

兼
議
事
係
長
）
丸
山
賢
司

【
係
長
】
　
政
策
情
報
課
情
報
統
計
係
長

（
政
策
情
報
課
情
報
係
長
兼
統
計
交
流
係

長
）
大
沢
英
樹
、
健
康
づ
く
り
課
母
子
保

健
係
長
（
福
祉
課
副
主
幹
）
長
澤
典
子
、

保
育
課
保
育
係
長
（
保
育
課
副
主
幹
）
高

木
一
也
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
文
化
振

興
係
長
（
高
齢
者
支
援
課
副
主
幹
）
上
野

聡
志
、
市
民
課
窓
口
係
長
（
子
育
て
課
副

主
幹
）
塚
田
貴
子
、
人
権
・
男
女
共
同
参

画
課
男
女
共
同
参
画
係
長
兼
中
野
人
権
セ

ン
タ
ー
副
主
幹
（
福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

長
）
佐
々
木
志
保
、
営
業
推
進
課
商
工
労

政
係
長
（
商
工
観
光
課
労
政
係
長
）
宮
澤

博
之
、
営
業
推
進
課
賑
わ
い
創
生
係
長

（
学
校
教
育
課
副
主
幹
）
鈴
木
洋
二
、
都

市
計
画
課
監
理
計
画
係
長
（
都
市
計
画
課

副
主
幹
）
戸
島
裕
司
、
都
市
計
画
課
建
築

住
宅
係
長
（
都
市
計
画
課
副
主
幹
）
豊
田

正
樹
、
上
下
水
道
課
下
水
道
係
長
（
上
下

水
道
課
副
主
幹
）
市
川
和
樹

《
豊
田
支
所
》

【
部
長
級
】
　
参
事
兼
地
域
振
興
課
長

（
保
育
課
長
）
宮
澤
洋
子

【
課
長
級
】
　
副
参
事
兼
地
域
振
興
課
長

補
佐
兼
総
務
係
長
（
副
参
事
兼
上
下
水
道

課
長
補
佐
兼
下
水
道
係
長
）
中
島
郁
男

【
係
長
】
　
地
域
振
興
課
振
興
係
長
（
地

域
振
興
課
副
主
幹
）
宮
本
敏
樹

《
保
育
所
》

【
課
長
補
佐
級
　
園
長
】
　
主
幹
兼
平
野

保
育
園
長
（
主
幹
兼
豊
井
保
育
園
長
）
増

田
真
由
美
、
主
幹
兼
長
丘
保
育
園
長
（
平

岡
保
育
園
主
幹
）
藤
沢
玲
子
、
主
幹
兼
た

か
や
し
ろ
保
育
園
長
（
主
幹
兼
さ
く
ら
保

育
園
長
）
清
水
さ
と
美
、
主
幹
兼
豊
井
保

育
園
長
（
高
丘
保
育
園
主
幹
）
斉
藤
律
子
、

主
幹
兼
さ
く
ら
保
育
園
長
（
主
幹
兼
た
か

や
し
ろ
保
育
園
長
）
武
田
恵
美
、
主
幹
兼

ひ
ま
わ
り
保
育
園
長
（
主
幹
兼
西
町
保
育

園
長
）
山
﨑
ま
ゆ
み

【
課
長
補
佐
級
　
主
幹
】
　
平
岡
保
育
園

主
幹
（
松
川
保
育
園
主
幹
）
小
林
小
夜
子
、

さ
く
ら
保
育
園
主
幹
（
さ
く
ら
保
育
園
主

任
保
育
士
）
小
橋
矢
寿
子
、
ひ
ま
わ
り
保

育
園
主
幹
（
西
町
保
育
園
主
幹
）
小
林
す

み
子

《
派
遣
》

北
信
広
域
連
合

参
事
幹
（
参
事
兼
庶
務
課
長
）
竹
内
幸
夫
、

課
長
補
佐
（
子
育
て
課
長
補
佐
兼
子
ど
も

支
援
係
長
）
中
山
貴
弘

㈳
中
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

参
事（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）竹
内
貞
人

（
一
財
）
中
野
市
産
業
公
社

副
主
幹
（
環
境
課
副
主
幹
）
小
野
今
朝
彦

《
研
修
派
遣
》

長
野
県
実
務
研
修
（
庶
務
課
主
任
主
事
）

北
沢
菜
美

《
新
規
採
用
》

税
務
課 

尾
形
直
之
、
税
務
課 

宮
島
涼

太
、
健
康
づ
く
り
課 

成
澤
ひ
と
み
、

福
祉
課 

倉
石
南
菜
、
福
祉
課 

宮
澤
佳

世
、
環
境
課 

竹
内
恭
平
、
農
政
課 

島

田
真
紀
、
都
市
計
画
課 

篠
原
友
貴
、
平

野
保
育
園 

山
﨑
麻
希
、
松
川
保
育
園 

丸
山
智
美
、
高
丘
保
育
園 

竹
内
絢
香
、

平
岡
保
育
園 

山
田
翼
、
さ
く
ら
保
育
園 

丸
山
美
奈
、
た
か
や
し
ろ
保
育
園
栄
養
士

兼
ひ
ま
わ
り
保
育
園
栄
養
士　

伝
田
亜

里
香
、
豊
井
保
育
園
栄
養
士
兼
平
岡
保
育

園
栄
養
士 

町
田
希

《
退
職
》
（
3
月
3１
日
付
）

参
事
幹
兼
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所

長 

渡
辺
重
雄
、
参
事
幹
兼
く
ら
し
と
文

化
部
長 

竹
内
羊
一
、
参
事
幹
兼
経
済
部

長 

小
林
俊
幸
、
参
事
幹
兼
会
計
管
理
者

兼
会
計
課
長 

岩
戸
啓
一
、
参
事
幹
兼
教

育
次
長 

小
林
悟
志
、
参
事
幹
兼
北
信
広

域
連
合
事
務
局
長 

海
野
昇
正
、
参
事
兼

中
山
晋
平
記
念
館
長 

佐
藤
等
、
㈳
中
野

市
社
会
福
祉
協
議
会
参
事
兼
事
務
局
長
　

町
田
修
、
副
参
事
兼
地
域
振
興
課
長
補
佐

兼
総
務
係
長 

清
水
史
子
、
主
幹
兼
平
野

保
育
園
長 

吉
原
恵
美
子
、
主
幹
兼
長
丘

保
育
園
長 

小
坂
と
し
子
、
み
な
み
保
育

園
調
理
技
師 

町
田
栄
子
、
高
丘
保
育
園

調
理
技
師 

高
橋
栄
子
、
豊
井
保
育
園
副

主
任
保
育
士 

古
野
久
美
子
、
平
岡
保
育

園
保
育
士 

村
田
咲
恵
、
た
か
や
し
ろ
保

育
園
栄
養
士 

髙
橋
曜
子
、
道
路
河
川
課

技
師 

堀
健
人



22広報なかの

今年は年長さん‼幼稚園での
思い出いっぱい作ってね♪

　市内在住の小学校就学前のお子さんを
募集します。（先着４人まで掲載）
　①お名前（ふりがな）②生年月日③性
別④応募者のお名前⑤住所⑥電話番号⑦
メッセージ（３０ 字まで）を明記し、写真
データを添付の上、４月 22 日㈬までに
E メールなどでご応募ください。

  問い合わせ・応募先　
〒３８３―８６１４（住所記載不要）
庶務課秘書広報係
☎（２２）２１１１（内線２１２）
Ｅメール　koho@city.nakano.nagano.jp

わが家の
☆アイドル☆

４・５月の行事予定

子育て支援センター健康メモ活き
　生き！

２０１５．４

いつも笑顔をありがとう♡
元気いっぱい大きくなぁれ♪

坂
さか も と

本　星
る い

弦くん （４歳）

ストレスでおなかが痛くなる

中
なか じ ま

島　永
と あ

愛ちゃん （５歳）

 健康づくり課 ( 中野保健
センター内 )

 ☎（２２）２111（ 内線 ２4２）

その症状、体質ではなく病気かも

　「大事な会議や試験中におなかが痛くなって
集中できない」、「通勤途中の電車や車の中で急
にトイレに行きたくなることがよくある」
　こんな症状はありませんか？
　これは『過敏性腸症候群』という病気かもし
れません。脳と腸には密接な関係があるのです。

　「いつおなかが痛くなるか」と心配して交通
機関を利用できなかったり、学校や職場に行け
ないという方は、きちんと診察を受けることを
お勧めします。

 過敏性腸症候群の特徴
・検査をしても身体的には異常がない
・排便後には腹痛などの症状が軽くなる
・慢性的に繰り返している　など

　子育て支援センターでは、０歳から就学前のお子さ

んを対象に、毎月楽しい行事を行っています。

　お気軽にお出掛けください。

※この他にもさまざまな行事を行っています。詳しくは、
市公式ホームページをご覧いただくか、各子育て支援
センターへお問い合わせください。

開館時間　午前８時 ３０ 分～午後５時（共通）
問い合わせ先
さくらんぼ　　☎（２２）６６２２　㊡日・月・祝日
りんごっこ　　☎（２２）２２５９　㊡日・火・祝日
うさぎっ子　　☎（３８）１６３８　㊡日・水・祝日

施 設 名 日　時 行　事

北部子育て
支援センター
（さくらんぼ）

４月16日㈭
午前 1０ 時 ３０ 分～

「春だ！みんなおいで」
サリマさんのパネルシアター

５月14日㈭
午前 1０ 時 ３０ 分～

「素敵なコンサート」
ハーモニカの楽しい演奏

中央子育て
支援センター
（りんごっこ）

４月2３日㈭
午前 1０ 時 ３０ 分～

「ちびっこ広場」
新保構造改善センター集合

５月25日㈪
午前 1０ 時 ３０ 分～

「一本木公園で遊ぼう！」
一本木公園集合

豊田子育て
支援センター
（うさぎっ子）

４月17日㈮
午前 1０ 時 ３０ 分～

「げんきっこ」
西部公民館集合

５月８日㈮
午前 1０ 時 ３０ 分～

「一本木公園で遊ぼう！」
一本木公園集合

 過敏性腸症候群の治療法
◆生活習慣の改善
　暴飲暴食を避け、食物繊維を多く
取り、多量飲酒や喫煙を避ける　など　

◆薬による症状の軽減
　個々の状況に応じた薬の選択が必要なため、
医療機関に相談しましょう

いつまでも元気いっぱいの
ニコニコゆらでいてネ♡

中
なか じ ま

島　悠
ゆ ら

来くん （３歳）
兄弟イチの食いしん坊！
大きくなぁれ♪

大
お お い

井　珠
み お と

詩くん （２歳）



◦健康づくり課(中 野 保 健
センター内) 　☎22-2111(内線242・368）

◦地域振興課(豊田支所内)     ☎３８-３111

◦休日緊急診療所(中 野 保 健
センター内) ☎2３-2255

保健だより

受付時間／午後０時45分～１時３０分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、予診票

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

健診名 健 診 日 対象生年月
３ か 月
児 健 診 ４月21日㈫ 2６年12月生

７ か 月
児　健   診 ４月22日㈬ 2６年８月生

１ 歳６か月
児　健  診 ４月24日㈮ 2５年９月生

２歳児健診 ４月2０日㈪ 2５年３月生

３歳児健診 ４月2３日㈭ 24年３月生

※都合がつかない場合は、翌月お出
掛けください。

乳幼児健康診査

講座・相談
日　程

予 防 接 種

電話健康相談所　　☎2３ ‐ ０３００　　午前８時 30 分～午後5時 15 分 （ 土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
女性相談　　　　　☎2３ ‐ 48１０　　午前９時～午後5時 （土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
子ども電話相談　　☎2３ ‐ ３１9１　　午前８時 30 分～午後5時 15 分 （ 土・日曜日、祝日、年末年始を除く ）
長野県小児救急電話相談　☎♯8０００　　午後７時～ 11 時
長野県児童虐待・DV24 時間ホットライン　　☎０26‐2１9‐24１３

2３ 広報なかの

健（検）診など

ワクチン名 日程 予約先

Ｂ Ｃ Ｇ ４月1３日㈪
５月11日㈪

健康づくり課
母子保健係

水 痘 ４月８日㈬

四 種 混 合

４月1０日㈮
５月８日㈮ヒ ブ

小 児 用
肺 炎 球 菌

日 本 脳 炎 ４月17日㈮
４月27日㈪

２０１５．４

※３日前までに予約が必要です。
※対象・接種間隔など詳しくは健康
　カレンダーをご確認ください。

　日本脳炎の１期・２期の接種が終
了していない平成７年４月２日～平
成 1９ 年４月１日生まれの方が、接
種を受けることができるようになり
ました。ご希望の方は、健康づくり
課へお問い合わせください。

日　本　脳　炎
育　児　教　室

期日／４月 1６ 日㈭、５月８日㈮
時間／午前 1０ 時～ 11 時 ３０ 分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食の話（試
　　　食あり）
※３日前までに予約が必要です。

歯周疾患検診
　2０歳・３０歳・4０歳・５０歳・６０歳お
よび7０歳の方を対象に実施してい
ます。対象者には４月中に受診票を
お送りしますので、ご希望の市内歯
科医院へ予約し、受診してください。
期間／４月～12月
受診料／ ６０ 歳までの方は ５００ 円、

7０ 歳の方および生活保護
受給世帯の方（受付で証
明書を提示のこと）は、
無料となります。

心の健康相談

　保健師、栄養士、歯科衛生士が
相談に応じますので、お気軽にご
相談ください。
時間／午前1０時～11時３０分
会場／中野保健センター（毎週水
　　　曜日）、豊田保健センター（毎
　　　月第１木曜日）
内容／血圧測定、身体計測、栄養
　　　相談、歯科相談、育児相談
　　　など
※各会場とも祝日は休みになります。

期日／４月９日㈭
時間／午前９時３０分～11時３０分
会場／中野保健センター
持ち物／筆記用具、母子健康手帳、
　　　　動きやすい服装
内容／妊婦の経過と起こりやすい

異常、妊産
婦の健康・
栄養（試食
あり）

※３日前までに予
約が必要です。

マタニティクラス

定期健康相談

　こころに関する専門医師が相談に
応じます。（無料、予約制）
子ども－こだわりが強い、登校拒否など
大人－イライラ、不眠、物忘れ、病気や治
療、家族についての相談など
期日／４月９日㈭、５月７日㈭
時間／午後２時～４時
会場／中野保健センター
※希望者は相談日の２日前までに健

康づくり課へお申し込みくださ
い。

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対象／第１期＝12～24か月未満児
第２期＝５歳以上７歳未満
で、就学前の１年間（平成21
年４月２日～平成22年４月１日
生まれ）

※第２期の方には予診票を送付しま
す。

※対象者は無料で接種が受けられま
すので、接種される前月に実施
医療機関へ予約してください。
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魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
研

修
や
交
流
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
事

業
の
提
案
を
行
っ
て
い
る
「
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
若
者
会
議
」
の
皆
さ
ん
。
今
回

は
、
昨
年
７
月
か
ら
９
回
に
わ
た
っ
て
実

施
し
て
き
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
若
者

会
議
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

○
若
者
会
議
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
い
る
の
？

　
40
代
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
、

中
野
市
に
あ
る
地
域
資
源
を
生
か
し
て
、

よ
り
一
層
魅
力
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
・
事
業
を
提
案
し
、

行
動
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
で
は
、
高
校
生
を
含
め
た

15
人
の
メ
ン
バ
ー
が
、
外
部
講
師
に
よ
る

講
演
会
や
首
都
圏
大
学
生
と
の
交
流
を
す

る
中
で
「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
私
が
思
う
こ
と
」
を
考
え
、
そ
の
思
い

を
も
と
に
、
①
農
業
、
②
イ
ベ
ン
ト
関
係
、

③
市
街
地
の
活
用
、
④
人
づ
く
り
と
情
報

発
信
の
４
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
３
月
23

日
に
企
画
な
ど
を
提
案
す
る
プ
レ
ゼ
ン
大

会
を
行
い
ま
し
た
。

○
私
た
ち
の
提
案
す
る
企
画
・
事
業

　
中
野
市
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
に
考

え
た
、
各
グ
ル
ー
プ
の
提
案
内
容
の
一
例

は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
観
光
を
利
用
し
た
農
業
体
験
で
、
収
穫

体
験
で
は
な
く
、
種
ま
き
や
袋
が
け
な

ど
の
農
作
業
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
、

農
産
物
を
「
食
べ
た
い
！
ま
た
行
き
た

い
！
」
と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

中
野
市
へ
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
増
や
し
産

業
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
）
を
作
る
こ
と
が
効
率
的

に
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る

の
で
、
自
分
だ
け
が
知
っ
て
い
る
中
野

市
の
魅
力
を
紹
介
す
る
「
ま
ち
た
び
」

と
い
っ
た
も
の
を
作
り
、
魅
力
を
発
信

し
、
地
域
愛
を
深
め
る
こ
と
に
も
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　
ほ
か
に
も
、
各
グ
ル
ー
プ
の
テ
ー
マ
に

合
わ
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
を
発

表
し
ま
し
た
。
会
議
の
詳
細
は
、
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

○
中
野
市
を
よ
り
魅
力
的
に
し
て
い

く
た
め
に

　
今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
大
会
で
は
、
来
場
者

の
方
か
ら
改
善
点
や
激
励
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
た
ほ
か
、
年
齢
に
関
係
な
く
交
流

を
広
げ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
お
話
も
あ

り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
て
い
く
こ

と
も
大
切
で
あ
る
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
た
三さ

え
ぐ
さ枝
康や

す

お雄
先
生
か
ら
も
、
ア
イ
デ
ア

を
行
動
に
移
し
て
い
く
大
切
さ
を
教
え
て

い
た
だ
い
た
の
で
、
今
後
、
メ
ン
バ
ー
が

自
分
た
ち
で
考
え
た
こ
と
を
、
ア
ク
シ
ョ

ン
に
変
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
若
者
会

議
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

中野のチカラキラ
リ No.22

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
中
野
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
空
み
あ
げ

て
（
ミ
ニ
ア
ル
バ
ム
）」
…
２
人

問
題

　

中
野
市
は
４
月
で
合
併
何
周
年
で

し
ょ
う
か
？　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
●
●
周
年
」

広
報
ク
イ
ズ

383-8614

（
住
所
記
載
不
要
）

中
野
市
庶
務
課

 

　
秘
書
広
報
係 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
・
世
帯
主

　
ク
イ
ズ
の
答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
世
帯
主
名
を
記
入
の
上
、
今

月
の
広
報
で
参
考
に
な
っ
た
記
事
、
今
後

知
り
た
い
情
報
な
ど
を
は
が
き
に
書
い
て
、

次
の
宛
先
ま
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
　
4
月
24
日
㈮
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ
て

　
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

先
月
号
の
答
え
　
北
陸
新
幹
線
「
は
く
た

か
」
は
飯
山
駅
に
上
下
各
何
本
停
車
す
る

で
し
ょ
う
か
？
　
　
答
え
・
・
・「
１2
本
」

魅力あるまちづくり若者会議

よ
り
魅
力
的
な
中
野
市
に

私
た
ち
が
考
え

の皆さん

中
野
市
合
併
１0
周
年
記
念



2５ ２０１５．４広報なかの

池
田
市
長
の

わ
く
わ
く
レ
ポ
ー
ト
vol．２０

　
３
月
14
日
北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
た
。

開
業
前
に
金
沢
ま
で
試
乗
の
機
会
を
得
た

が
、
開
業
後
に
新
幹
線
を
利
用
し
て
み
る

と
、
更
に
強
く
変
化
の
風
を
感
じ
た
。
開

業
直
後
と
は
い
え
、
長
野
駅
隣
接
の
パ
ー

キ
ン
グ
の
満
車
の
表
示
が
目
立
ち
、
観
光

客
や
行
き
交
う
人
も
確
実
に
増
え
て
い
る

と
感
じ
る
。

　
私
を
含
め
こ
の
地
域
に
住
ま
う
人
々
の

行
動
範
囲
や
生
活
圏
域
も
確
実
に
広
が
っ

て
い
る
。
東
京
圏
、
関
西
圏
と
い
っ
た
巨

大
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
の
時
間
距
離
が
短
縮

し
、
ま
さ
に
直
結
す
る
な
か
で
、
こ
れ
か

ら
の
地
域
環
境
は
変
化
変
容
が
激
し
く
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
新
し
い
地
域
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
。

　
よ
く
、経
営（
商
売
）の
基
本
と
し
て「
３

つ
の
不
」
の
解
消
が
要
と
云
わ
れ
る
が
、

「
不
便
」、「
不
満
」、「
不
安
」の
解
消
は
サ
ー

ビ
ス
業
と
し
て
自
治
体
経
営
に
も
相
通
じ

る
も
の
が
あ
る
。
中
野
市
を
知
っ
て
い
た

だ
き
、
興
味
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
私
た
ち
が
地
域
で
暮
ら
す
な
か

で
、
私
た
ち
自
身
が
、
こ
の
「
３
つ
の
不
」

を
解
消
す
る
こ
と
が
、
実
は
域
外
か
ら
の

人
の
流
れ
を
呼
び
込
む
こ
と
に
な
る
の
で

は
と
思
う
。

　
人
口
が
集
中
す
る
と
こ
ろ
に
は
多
く
の

ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
競
い
合
い
渦
巻

い
て
い
る
。
そ
う
し
た
都
市
圏
や
他
地
域

に
暮
ら
す
人
に
中
野
市
を
訪
ね
て
い
た
だ

き
、
ふ
れ
合
う
こ
と
は
、
私
た
ち
に
新
た

な
知
恵
や
力
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
に
違

い
な
い
。
例
え
ば
「
観
光
」
と
い
っ
た
切

り
口
で
み
る
と
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
知
る

こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。

　
市
で
は
、
４
月
か
ら
こ
れ
ま
で
の
経
済

部
「
商
工
観
光
課
」
を
「
営
業
推
進
課
」

に
改
組
し
た
。
売
れ
る
農
業
推
進
室
に
加

え
て
、
商
業
・
工
業
の
分
野
で
も
、
待
ち

受
け
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
や
移
住
交

流
を
含
め
必
要
な
情
報
を
集
約
し
「
中
野

市
を
売
り
込
む
」
こ
と
に
注
力
す
る
た
め

の
組
織
と
し
た
。

　
ま
た
、
交
流
・
連
携
・
協
働
の
精
神
は
、

市
民
課
に
「
市
民
協
働
推
進
室
」
を
設
け
、

皆
さ
ん
と
共
に
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　
新
「
中
野
市
」
が
発
足
し
10
周
年
を
迎

え
た
。
皆
さ
ん
の
協
力
の
も
と
、
各
種
記

念
行
事
を
考
え
て
い
る
。
市
制
10
周
年
を

皆
さ
ん
と
共
に
祝
い
、
将
来
に
向
け
て
の

夢
・
希
望
を
膨
ら
ま
せ
、
そ
の
実
現
に
向

け
て
起
動
す
る
年
に
し
た
い
と
強
く
思
う

次
第
で
あ
る
。

新
「
中
野
市
」
１０
周
年
の
誓
い

No. ９

○
自
己
紹
介

　
お
よ
そ
４
５
０
年
前
の
戦
国
時
代
か
ら

続
く
お
寺
の
19
代
目
の
住
職
を
26
歳
の
と

き
に
継
ぎ
ま
し
た
。

　
地
域
の
人
た
ち
に
身
近
に
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
お
寺
を
目
指
し
、
本
堂
を
開

放
し
て
歌
声
喫
茶
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
写
真

展
、
着
付
け
教
室
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
定

期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
寺
の
前
に
小
さ
な
公
園
を
作

り
、遊
具
を
少
し
ず
つ
整
備
し
て
い
ま
す
。

　
暖
か
く
な
り
、
孫
を
連
れ
た
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
、
子
ど
も
連
れ
の
お
母
さ
ん
が

遊
び
に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
世
間

話
を
す
る
の
が
楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ギ
タ
ー
が
趣
味
で
、
昔
か
ら
の
仲
間
た

ち
と
15
年
く
ら
い
前
に
バ
ン
ド
を
結
成

し
、
毎
週
練
習

を
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は

ボ
ー
カ
ル
、
ギ

タ
ー
、
サ
ッ
ク

ス
な
ど
６
人
で
、

私
を
含
め
て
２

人
が
住
職
で
す
。

　
た
く
さ
ん
の

人
に
音
楽
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
や
記
念

祭
、
村
の
お
祭
り
な
ど
で
演
奏
を
披
露
を

し
て
い
ま
す
。

○
元
気
の
秘
訣

　
バ
ン
ド
活
動
の
ほ
か
に
も
、
仲
間
と
糸

魚
川
ま
で
ホ
タ
ル
イ
カ
を
捕
り
に
行
っ
た

り
、
孫
を
連
れ
て
斑
尾
山
へ
コ
ゴ
ミ
や
ウ

ド
な
ど
の
山
菜
を
採
り
に
行
っ
た
り
し

て
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
趣
味
も
楽
し
ん
で
お

り
、
自
然
と
触
れ
合
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　○
お
ら
ほ
の
自
慢

　
お
寺
か
ら
見
え
る
雄
大
な
高
社
山
は
、

木
々
の
葉
の
色
付
き
に
よ
っ
て
季
節
の
移

ろ
い
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
愛
知
や
東
京
で
暮
ら
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
中
野
市
は
山
に
囲
ま
れ
て
自
然

が
豊
か
で
災
害
も
少
な
く
、
本
当
に
住
み

や
す
い
ま
ち
だ
と
思
い
ま
す
。

竹
た け ま え

前　民
た み お

雄 （吉田）

市
民
リ
レ
ー
元
気
の
輪

　 ▲晋平忌で演奏する
　　 竹前さん（右端）

 さん

健
康
長
寿
の
ま
ち 

中
野
市

本ほ

ん

だ田
紀の

り

こ子
さ
ん

か
ら
の
ご
紹
介



街の話題やイベントを紹介します

26２０１５．４ 広報なかの

　３月 14日、北陸新幹線飯山駅が開業し、同駅において北陸新幹線開業イベントが行われました。
　当日は、東京発一番列車の到着歓迎式や、お越しになった方へのおもてなしとして、きのこ汁の振る舞
いが行われたほか、ステージイベントでは和太鼓演奏などが行われ、開業を祝いました。
　また、駅前広場では神輿渡

と ぎ ょ

御も行われ、北陸新幹線という私たちの新たな交通手段が、より一層身近な
存在になったことを来場者全員で喜んでいました。

北陸新幹線開業歓迎イベント

スプリングコンサート
　３月８日、中山晋平記念館において『ゴンド
ラの唄』発表100周年記念「スプリングコンサー
ト」を開催しました。当日は、第１部として北信
総合病院の箏サークルとして活動している「箏ア
ンサンブル」の皆さんが出演し、第２部では中野
市民合唱団「コール・ヴェルデ」の皆さんが出演
しました。コンサートでは、ゴンドラの唄など、
晋平メロディーが会場いっぱいに響き渡り、来場
者を美しい音楽が包み込んでいました。

　３月 15 日、中央公民館において、ふるさとレ
ポート発表会を開催しました。当日は、山田家の
資料調査やチョウゲンボウ集団営巣地の地理的特
性など、市立博物館および生涯学習課で行った調
査や、各種講座などの成果を発表しました。
　また、講演会では、神奈川大学教授の佐

さ の

野賢
け ん じ

治
さんと中央大学教授の山

や ま ざ き

崎圭
け い

さんに講演をしてい
ただき、来場者はふるさとの自然や歴史、文化の
素晴らしさを再発見していました。

ふるさとレポート発表会



まちかどトピックス

27 ２０１５．４広報なかの

　３月 ２２ 日、中野陣屋・県庁記念館において、「第
９回土人形絵付けコンテスト」の表彰式を開催し
ました。このコンテストは、土人形の愛らしさ
と素朴さを感じてもらうため開催しているもの
で、昨年 10 月１日から４カ月間作品を募集した
ところ、小学校低学年、同高学年、一般の３部門
に ２9２ 点のご応募をいただきました。審査の結果、
各部門ごとに最優秀賞１点、優秀賞３点、佳作
10 点が入選し、受賞者に表彰状をお渡ししました。

土人形絵付けコンテスト表彰式
　農作業の仕事始めとされる３月８日、市無形民
俗文化財に指定されている小沼区の「餅かえ行事」
が行われました。当日は、祭典委員長によるホラ
貝の音を合図に、区民らが「ワラ馬」や、あんこ
やきな粉の餅をワラで包んだ「ワラツト」を持っ
て庚

こ う し ん と う

申塔前に集まりました。この餅は交換した後、
神棚に供えられ、食べると風邪をひかないと伝え
られています。集まった皆さんは、家内安全、五
穀豊穣などを願い、ワラツトを交換していました。

小沼区「餅かえ行事」

小中学校・卒業証書授与式
　３月 1８ 日に市内の小学校 11 校と、19 日に中学校４校で卒業証書授与式が行われ、小学生 460 人、中
学生 4８0 人が卒業しました。式では、在校生や保護者など大勢の出席者が見守る中、卒業生が入場し、校
長先生から一人一人に卒業証書が手渡されたほか、来賓や在校生などから卒業生に対し、お祝いや感謝の
言葉が送られました。学校生活で一回り大人になった卒業生たちは、学び舎での思い出を胸に、夢や希望
に向かって新たな道を歩み始めました。　　　　　【写真：永田小学校（右）、南宮中学校（左上・左下）】



暮 ら し の 情 報 掲 示 板

▼
お
知
ら
せ

２０１５．４ 広報なかの ２８

　
法
律
の一部
改
正
に
よ
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
扶
養
手
当
（
４
月
１
日
～
）

特
別
児
童
扶
養
手
当
（
４
月
１
日
～
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養

手
当
額
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

子
育
て
課
子
ど
も
支
援
係
（
内
線
356
）

問
全
部
支
給
４
万
２
０
０
０
円

一
部
支
給
９
９
１
０
円
～
４
万
１
９
９
０
円

区
分

支
給
額

１
級
該
当
児
童
５
万
１
１
０
０
円

２
級
該
当
児
童
３
万
４
０
３
０
円

　
法
律
の一部
改
正
に
よ
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
障
害
者
手
当
（
４
月
１
日
～
）

・
２
万
６
６
２
０
円

障
害
児
福
祉
手
当
（
４
月
１
日
～
）

・
１
万
４
４
８
０
円

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉

手
当
額
が
変
更
さ
れ
ま
し
た

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係（
内
線
294・ 

295)

問
義
援
金
受
付
期
間
（
延
長
後
）　

平
成
２８
年
３
月
３１
日
㈭
ま
で

受
付
場
所　
市
役
所
本
庁
舎
、
豊
田
支
所

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の

受
付
期
間
を
延
長
し
ま
し
た

危
機
管
理
課
危
機
管
理
防
災
係（
内
線
2８5)

問

　
音
声
告
知
放
送
端
末
機
の
裏
側
に
は
乾

電
池
が
内
蔵
さ
れ
て
お
り
、
停
電
時
に
も

緊
急
放
送
な
ど
が
受
信
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
電
池
が
切
れ
た
状
態
で
は
、
停
電
時
に

放
送
が
受
信
で
き
ま
せ
ん
。
ご
家
庭
の
端

末
機
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、端
末
機
本
体

正
面
に
あ
る
電
源
ラ
ン
プ
が
点
滅
し
て
い
る

場
合
は
、電
池
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。

音
声
告
知
放
送
端
末
機
の

「
電
池
切
れ
」
に
ご
注
意
を

政
策
情
報
課
情
報
統
計
係（
内
線
2１７
）

問

人
口
動
態
職
業
・
産
業
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

市
民
課
窓
口
係（
内
線
2７4・236
）

地
域
振
興
課
市
民
生
活
係（
豊
田
支

所
内
）　

☎
�
３
１
１
１

問

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
国
勢
調
査
の
行
わ

れ
る
年
度
に
、
人
口
動
態
職
業
・
産
業
調

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、

公
衆
衛
生
、
労
働
衛
生
、
社
会
福
祉
な
ど

の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　
平
成
２８
年
３
月
３１
日
ま
で

調
査
対
象　
出
生
・
婚
姻
・
死
亡
・
死
産

お
よ
び
離
婚
の
届
出
を
さ
れ
る
方

調
査
方
法　
各
種
届
出
を
さ
れ
る
と
き
、

職
業
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
死
亡
届
に
は
、
併
せ
て
産
業
の
記
入
も

お
願
い
し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は
、
国
民
一
人
一
人

が
持
つ
１２
桁
の
個
人
番
号
の
こ
と
で
す
。

１０
月
か
ら
個
人
番
号
が
通
知
さ
れ
、
平

成
２８
年
１
月
か

ら
は
、
社
会
保

障
・
税
・
災
害

対
策
の
行
政
手

続
き
で
使
用
が

１０
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

が
始
ま
り
ま
す

市
民
課
窓
口
係
（
内
線
2７4・236
）

問

　
市
立
図
書
館
で
は
、
図
書
館
利
用
の
拡

大
と
、
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
本
年
度
か
ら
祝
日
も
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

４
月
・
５
月
の
開
館
日

・
４
月
２９
日
㈬　
昭
和
の
日

・
５
月
４
日
㈪　
み
ど
り
の
日

・
５
月
５
日
㈫　
こ
ど
も
の
日

・
５
月
６
日
㈬　
振
替
休
日

振
替
休
館
日　
５
月
７
日
㈭

※
市
立
図
書
館
、
豊
田
分
館
で
実
施
し
ま

す
。

※
定
例
休
館
日
の
月
曜
日
と
祝
日
が
重

な
っ
た
場
合
は
、
直
近
の
平
日
が
振

替
休
館
日
と
な
り
ま
す
。

市
立
図
書
館

祝
日
も
開
館
し
て
い
ま
す

市
立
図
書
館　

☎
�
５
８
４
１

問

　
音
声
告
知
放
送
は
、緊
急
地
震
速
報
な

ど
の
緊
急
放
送
の
ほ
か
、毎
日
、朝
晩
、市

な
ど
か
ら
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

費
用
（
税
込
み
）

・
音
声
告
知
放
送
端
末
機

　
１
台
目　
無
料
（
市
か
ら
貸
し
出
し
）

　
２
台
目
以
降　
１
万
８
２
７
０
円
／
台

（
加
入
者
負
担
）

・
引
込
線
工
事　
２
万
５
０
０
０
円
程
度

（
加
入
者
負
担
）

・
建
物
内
工
事　
加
入
者
実
費
負
担

※
加
入
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

音
声
告
知
放
送
の
加
入
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

政
策
情
報
課
情
報
統
計
係（
内
線
2１７
）

問
申

始
ま
り
ま
す
の
で
、
自
身
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
は
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http:
//w
w
w
.cas

.
go
.jp
/jp
/seisaku

/bangoseido
/

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

電
話　
０
５
７
０
⒇
０
１
７
８

　

受
付
時
間　
平
日
の
午
前
９
時
３０
分
～

　
　
　
　
　
　
午
後
５
時
３０
分

マイナちゃん



市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111

２９ ２０１５．４広報なかの

「見るだけでいい」の誘い文句に注意！
事例　呉服店で小物を購入したところ、１カ月後に着
物の展示会に誘われた。「買うつもりはない。」と伝え
たが、「見るだけでいいから。」と言われたので、参加し
た。すると、会場でスタッフ数人に囲まれ、長時間勧誘
されて、断りきれずに反物を購入してしまった。その後
も同様に展示会に誘われ、断りきれず契約することを
何度も繰り返し、総額１千万円以上使ってしまった。
アドバイス　一度契約をしてしまうと、その後次 と々勧
誘されることがあるので、必要がなければきっぱり断り
ましょう。また、展示会にも行かないようにしましょう。
　被害防止のためには、家族など周囲の見守りが不
可欠です。家の中に見慣れないものや不審な契約書
などがないか、日ごろから気を配りましょう。誰にも相
談できないまま契約を重ね、問題が深刻化する例もあ
りますので、困ったときはお早めにご相談ください。

問い合わせ・消費生活相談窓口
市民課生活交通安全係（内線２３８）
長野県長野消費生活センター　☎０２6(２２３）6777
消費者ホットライン（土・日・祝日）　☎０５7０(０6４）３7０

消費者トラブル と 解決法消費生活
相談

５４

中野市は４月で合併１０周年を迎えました。

●
な
か
の
「
お
す
み
ち
ゃ
ん
」

販
売
日　

４
月
８
日
㈬
、
１５
日
㈬
、

１９
日
㈰
、
２２
日
㈬
、
５
月
１３
日
㈬
、

１7
日
㈰
、
２０
日
㈬
、
２7
日
㈬

販
売
時
間　
午
前
９
時
～
１１
時
３０
分

販
売
場
所　
中
野
浄
化
管
理
セ
ン
タ
ー

価
格　
１
袋
（
１５
㎏
）
２
０
０
円

バ
ラ
（
３
０
０
㎏
）
１
５
０
０
円

バ
ラ
（
５
０
０
㎏
）
２
５
０
０
円

※
バ
ラ
売
り
…
要
予
約
（
１０
日
前
）
、

　
袋
は
後
日
お
返
し
く
だ
さ
い
。

汚
泥
発
酵
肥
料　

な
か
の

「
お
す
み
ち
ゃ
ん
」・「
未
土
利
」

上
下
水
道
課
監
理
係
（
内
線
2８０
）

問

　
例
年
、
空
気
が
乾
燥
す
る
こ
の
時
期
は

山
火
事
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
次
の
点
に

注
意
し
予
防
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。　

・
枯
れ
草
な
ど
が
あ
る
火
災
の
起
こ
り
や

す
い
場
所
で
は
た
き
火
を
し
な
い

・
火
気
の
使
用
中
は
そ
の
場
を
離
れ
ず
、

使
用
後
は
完
全
に
消
火
す
る

・
強
風
時
お
よ
び
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
、

火
入
れ
を
し
な
い

・
た
ば
こ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙
し
、

吸
い
が
ら
は
必
ず
消
す
と
と
と
も
に
、

投
げ
捨
て
は
し
な
い

山
火
事
に
ご
注
意
を
！

農
政
課
耕
地
林
務
係（
内
線
25１
）

問

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策
機
構

長
野
支
所　
☎
０
２
６（
４
８
０
）０
５
２
１

交
通
遺
児
ら
を
対
象
と
し
た

育
成
資
金
な
ど
の
ご
案
内

問

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構
で
は
、
自
動
車

事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
度
の
障
が
い

に
な
ら
れ
た
方
の
子（
中
学
校
卒
業
ま
で
）

に
対
し
、
生
活
状
況
を
考
慮
し
て
育
成
資

金
を
無
利
子
で
貸
し
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
動
車
事
故
に
よ
り
重
度
後
遺

障
が
い
に
な
ら
れ
た
方
で
、
一
定
の
要
件

に
該
当
し
介
護
を
必
要
と
す
る
方
へ
、
介

護
料
を
支
給
す
る
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
未み

ど

り

土
利

販
売
日　
月
曜
日
～
金
曜
日（
祝
日
を

除
く
）

販
売
時
間　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
４
時

販
売
場
所　

平
岡
処
理
場（

ナ
ピ
ア

平
岡　
笠
原
５
８
０
番
地）

価
格　
１
袋（

１５
㎏）

２
５
０
円

※
在
庫
が
少
な
い
た
め
、
売
り
切
れ
の
際

は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

【
就
職
・
住
宅
・
子
ど
も
の
学
習
な
ど
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
】

　
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
、
住
む
と
こ

ろ
が
な
い
な
ど
、
ま
ず
は
お
困
り
ご
と
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
考
え
、
解

決
へ
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
ご
家
族
な
ど
、
周
り
の
方
か
ら
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
生
活
困
窮
者
へ
の

支
援
制
度
が
始
ま
り
ま
す

福
祉
課
厚
生
保
護
係
（
内
線
2７6)

問

　
戦
後
7０
周
年
を
迎
え
る
本
年
に
、
戦
没

者
な
ど
の
遺
族
の
方
に
対
し
、
国
と
し
て

改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た
め
、
第
１０

回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
給
内
容

額
面
２５
万
円
、
５
年
償
還
の
記
名
国
債

支
給
対
象

①
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺

族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

権
を
獲
得
し
た
方

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③
戦
没
者
な
ど
の
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹

④
戦
没
者
な
ど
の
三
親
等
以
内
の
親
族

※
支
給
さ
れ
る
方
は
一
人
の
み
で
す
。

※
受
付
開
始
日
、
支
給
対
象
者
の
優
先
順

位
や
条
件
、
請
求
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
の
方
へ

特
別
弔
慰
金
の
ご
案
内

福
祉
課
厚
生
保
護
係
（
内
線
2７6
）

問
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▼
募
集

　
市
で
は
、
住
宅
へ
の
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
の
設
置
に
要
す
る
経
費
に
対
し
、
市

の
定
め
る
条
件
の
下
、
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象
　

①
市
税
に
滞
納
が
な
く
、
自
ら
が
居
住
す

る
市
内
の
住
宅
に
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
方

②
市
税
に
滞
納
が
な
く
、
自
ら
が
居
住
す

る
た
め
、
市
内
に
シ
ス
テ
ム
の
設
置

さ
れ
た
建
売
住
宅
を
購
入
す
る
方

※
同
一
住
宅
に
つ
い
て
１
回
限
り

補
助
金
額
　
１
㌔
ワッ
ト
当
た
り
２
万
円

（
上
限
１０
万
円
）

※
申
請
受
付
は
先
着
順
と
し
、予
算
額
に

達
し
た
場
合
に
募
集
を
締
め
切
り
ま
す
。

注
意
事
項
　
申
請
は
、
原
則
、
工
事
着
工

前
（
建
売
住
宅
の
場
合
は
引
き
渡
し
前
）

の
状
態
と
な
り
ま
す
。

そ
の
他
　
太
陽
光
発
電
普
及
拡
大
セ
ン

タ
ー
（
Ｊ-

Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
補
助
制
度
を

活
用
し
て
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
た
方
な

ど
で
、
補
助
金
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペー
ジ
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費

補
助
金
の
申
請
受
付
開
始

環
境
課
環
境
係
（
内
線
2４7
）

問
申

環境課衛生係（内線245）問

４月１２日㈰　午前９時～正午
場所　浜津ケ池公園駐車場（市民センター北側）
回収品目　剪定枝、陶磁器

　ごみの減量・再資源化を一層進めるため、「資源
物の特別回収」を行います。
★前夜・早朝など、指定時間以外の持ち込みは禁止

です。
★中野市以外からの持ち込みは固くお断りします。
★回収場所で回収できないと判断されたものは、お

持ち帰りください。
庭木の剪定枝…直径１5cm以下のもの。剪定枝のチップは
会場に積み置きます。無料で配布していますので、ご自
由にお持ちください。※草・根・廃材・果樹剪定枝は回
収できません。　
陶磁器…食器類に限ります。※汚れたもの、陶器・磁器
以外のものなどは回収できません。

資源物の特別回収

ごみの減量とリサイクルで美しいふるさとを次世代へ

▼展示
市立博物館

㊡火曜日
☎ 22-2005

常設展示室「中野市の自然と歴史・
文化・重要文化財柳沢遺跡展示室」
西沢今朝夷水彩画展「ふるさとの記憶」

中野陣屋・
県庁記念館
㊡火曜日

☎ 23-2718

渡辺五男写真展『ふるさと』桜とバラの
ある風景　
４月８日㈬～２７日㈪
川口和平、佐藤計佐二、渡辺五男写真展

「四季」
４月８日㈬～２７日㈪

市
営
住
宅
・
若
者
住
宅

入
居
者
募
集

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係（
内
線
273
）

問
申

　
現
在
の
空
き
住
宅
と
、
5
月
か
ら
７
月

ま
で
に
明
け
渡
し
が
あ
っ
た
場
合
に
備

え
、
補
充
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
す
る
住
宅
　
東
山
団
地
・
泉
団
地
・

長
元
坊
団
地
・
小
田
中
団
地
・
城
下
団
地

の
各
市
営
住
宅
、
若
者
住
宅

空
き
の
あ
る
住
宅
　
東
山
団
地

募
集
期
間
　

４
月
１5
日
㈬
ま
で

選
考
方
法
　
公
開
抽
選
に
よ
り
順
位
を
決
定

抽
選
日
時
　
４
月
２４
日
㈮
　
午
後
２
時

抽
選
会
場
　
市
民
会
館
４６
号
会
議
室

※
入
居
者
の
資
格
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
学
生
と
一
緒
に
受
講
す
る
機
会
と
し
て
、

大
学
の
授
業
を
市
民
（
高
校
生
含
む
）
の

方
々
に
開
放
し
て
い
ま
す
。

開
講
期
間
　
前
期
　
４
月
～
７
月

　
　
　
　
　
後
期
　
９
月
～
平
成
２８
年
１
月

※
申
込
方
法
、
受
講
料
な
ど
詳
し
く
は
、

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://www.shinshu-u.

ac.jp/general/extension-courses/

信
州
大
学
　
市
民
開
放
授
業

受
講
者
募
集

信
州
大
学
学
務
部
学
務
課

☎
０
２
６
３
�
２
８
７
０

問
申

市民課生活交通安全係（内線238）申問

　市民の皆さんの不用品・必要品を掲載しています。
　掲載期間は半年間で、希望により再掲載も可能です。

　　　　　ダブルベッド／戸棚／ランドセル
（黒）／シンセサイザー（音響機材付き）／桐たん
す／学習机／洋服ダンス／電気こたつ

譲ります

譲ってください　　　　　　　  　ミシン／ホットカーラー／自転車
（子ども用）／車いす／そり／電気炊飯器／スチー
ルホイル４本

リサイクルかわらばん ３月19日現在



市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111

3１ ２０１５．４広報なかの

問市立図書館　☎（26）5841

かいじゅうたちのいるところ
　上映日時　４月１９日㈰　午後２時～

ヒックとドラゴン
　上映日時　５月６日㈬　午後２時～

会場　図書館２階ＡＶホール(入場無料）

ビデオ上映会　としょかん★プチキネマ

新着
図書
情報

今
月
の

　今月の新着図書の一部を
紹介します。

人生が変わる
キャンピングカー生活大全
著／大岡豪
WAVE出版
　キャンピングカー生活
のノウハウを、完全網羅！
　空間や時間から解放さ
れ、自由で快適な究極の
人生を！
　２年間の実生活で培ったノウハウを、余すと
ころなく公開！

コーノ式かなざわ珈琲
著／金澤政幸
大和書房
　コーノ式フィルターとメ
ジャーカップで「ぽたぽた、
ぽたぽた、１２０秒。」
　ブリオッシュのようにぷっ
くり盛り上がる。スフレのよ

うにふっくら膨らむ美味しいコーヒーの約束。

悲嘆の門（上下）（宮部みゆき）／インデックス（誉田
哲也）／３３年後のなんとなく、クリスタル（田中康夫）
／日本国最後の帰還兵深谷義治とその家族（深
谷敏雄）／大戦前夜のベーブ・ルース（ロバートＫ．
フィッツ）／５０歳からのリセット整理術（中山真由美）
／つるかめ食堂子が親に作りおくごはん（ベター
ホーム協会）／ほとんど想像すらされない奇妙な生
き物たちの記録（カスパー・ヘンダーソン）／跳びは
ねる思考（東田直樹）／夫婦の断捨離（やましたひ
でこ）／日本人のためのピケティ入門（池田信夫）
／「イスラーム国」の脅威とイラク（吉岡明子ほか）

　４月２３日㈭から５月１２日㈫までの子ども読書週間にあわせ、市立図書
館２階ＡＶホールで「ビデオ上映会」「お話し会スペシャル」を開催します。
期間中は、お話し会や絵本展なども開催しますのでお出掛けください。

子ども読書週間　ビデオ上映会・お話し会スペシャル

ビデオ上映会
期日　４月２６日㈰
時間　午後２時
上映作品　ドナルドダッグ

お話し会スペシャル
期日　５月８日㈮～１０日㈰
時間　午前１０時～正午
内容　紙芝居、朗読、読み聞かせ

　
小
学
３
年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
を

対
象
と
し
た
、
海
外
研
修
交
流
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

期
間
　
７
月
２３
日
㈭
～
８
月
１６
日
㈰

内
容
　
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
文
化
交
流
、
学

校
体
験
、
英
語
研
修
、
野
外
活
動
な
ど

派
遣
先
　
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ
ン
な
ど

参
加
費
　
２5
万
～
６９
万
円

応
募
締
切
　
５
月
２６
日
㈫

※
自
由
参
加
の
事
前
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

※
期
間
、
金
額
な
ど
は
コ
ー
ス
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

夏
休
み
海
外
研
修
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
　
参
加
者
募
集

公
益
財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３（
６
４
１
７
）９
７
２
１

問
申

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦
域
や
遺

骨
帰
還
が
望
め
な
い
海
上
に
お
け
る
戦
没

者
の
慰
霊
を
目
的
に
、
遺
族
な
ど
を
対
象

と
し
た
慰
霊
巡
拝
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
　
戦
没
者
の
配
偶
者
、
父
母
、
子
、

兄
弟
姉
妹
、
孫
、
甥
・
姪
、
参
加
遺
族
の

配
偶
者
な
ど

派
遣
地
域
　
硫
黄
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど

※
参
加
費
用
に
つ
い
て
、
国
か
ら
一
部
補

助
金
が
出
ま
す
。

※
派
遣
地
域
に
よ
っ
て
申
し
込
み
締
め
切

り
日
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
慰
霊
巡
拝
の
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

福
祉
課
厚
生
保
護
係
（
内
線
27６
）

問

国
家
公
務
員
募
集

人
事
院
関
東
事
務
局

☎
０
４
８（
７
４
０
）２
０
０
６

問
申

●
総
合
職
試
験
（
院
卒
者
、
大
卒
程
度
）

受
付
期
間
　
４
月
８
日
㈬
ま
で

第
一
次
試
験
日
　
５
月
２４
日
㈰

●
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）

受
付
期
間
　
４
月
９
日
㈭
～
２０
日
㈪

第
一
次
試
験
日
　
６
月
１４
日
㈰

●
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
、
社
会
人
〈
係

員
級
〉
）

受
付
期
間（
郵
送
・
持
参
）　

６
月
２２
日

㈪
～
２４
日
㈬
、（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）

６
月
２２
日
㈪
～
７
月
１
日
㈬

第
一
次
試
験
日
　
９
月
６
日
㈰

※
各
試
験
の
申
し
込
み
は
、原
則
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

中野市は４月で合併１０周年を迎えました。
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３２２０１５．４ 広報なかの

年金
　国民年金は、20歳以上60歳未満の学生を含む全ての
方の加入が法律で義務付けられていますが、学生で所得
が一定以下の場合、申請により保険料の納付が猶予され
る「学生納付特例制度」があります。学生納付特例を受
けた期間は、老齢基礎年金額には反映されませんが受給
資格期間に算入されます。また、病気や事故など万が一の
場合には障害・遺族基礎年金を受けることもできます。
　なお、特例制度の利用開始から10年以内であれば追
納することで受給額を満額に近づけることができます。
新たに特例を受けたい方　市民課国民年金係へ「学生
証の写し（または在学証明書の原本）」「印鑑」をお持ちの
上、手続きしてください。
引き続き特例を受けたい方　前年度に特例を承認され、
今年度も同じ学校に在学する方は、４月初旬から順次送付
されているハガキに必要事項を記入の上、ご返送ください。
　長野北年金事務所　☎026(244)4100
市民課国民年金係（内線237）

「学生納付特例制度」
－申請は毎年度必要です－

　

一般的な相談は「ねんきんダイヤル」　☎0570（05）1165
平日午前8時30分～午後5時15分

問

ご寄付ありがとうございました
藤木　良明　様
日本歌謡史、蓄音機　中山晋平記念館の展示充実のため

大井　正隆　様
現金100，000円　延徳小学校児童図書購入のため

中野市農業協同組合　様
傘３6８本　ＪＡ管内小学校新入学児童の祝品として

中野ライオンズクラブ　様
新入学児童交通安全帽子４４５個　新入学児童交通安全のため

中高防犯協会連合会　様
ランドセルカバー４22個　新入学児童防犯対策のため

長野ＬＰ協会　高水支部　様
本22冊　子どもたちの教育の一助として

中野平中学校生徒会　様
絵本1８冊　校区内の保育園と交流を図り、つながりを深めるため

小林　良成　様
ＬＥＤ補助照明器具一式、ＬＥＤエクステリアスポットライト一式
高野辰之記念館のコンサート時の補助照明として

問　庶務課秘書広報係（内線400）申

▼
催
し
・
イ
ベン
ト

　
中
山
晋
平
の
偉
業
と
作
品
を
後
世
に
継

承
す
る
た
め
、
生
誕
祭
を
開
催
し
ま
す
。

期
日
　
４
月
22
日
㈬

時
間
　
午
前
10
時
～
11
時

会
場
　
中
山
晋
平
記
念
館
（
中
山
晋
平
生

誕
地
記
念
碑
前
）

内
容
　
み
な
み
保
育
園
の
園
児
と
日
野
小

学
校
５
年
生
に
よ
る
童
謡
の
合
唱
の
ほ

か
、
園
児
た
ち
が
庭
い
っ
ぱ
い
に
シ
ャ
ボ

ン
玉
を
飛
ば
し
ま
す
。

※
イ
ベ
ン
ト
時
は
館
内
無
料
開
放

中
山
晋
平
生
誕
１
２
８
年
祭

中
山
晋
平
記
念
館　

☎
�
７
０
５
０

問
　
釣
り
や
ボ
ー
ト
乗
り
、
散
策
な
ど
に
お

出
掛
け
く
だ
さ
い
。

期
日
　
４
月
26
日
㈰

時
間
　
午
前
８
時

利
用
料
金
な
ど
の
割
引(

当
日
限
り)

・
浜
津
ケ
池
　
釣
り
・
ボ
ー
ト　

無
料

・
市
立
博
物
館
・
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
・
温

室
・
昆
虫
館
　
観
覧
無
料

・
そ
ば
処
天
悠
（
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

　
手
打
ち
ざ
る
そ
ば
　
５
０
０
円

・
乗
馬
セ
ン
タ
ー
引
き
乗
馬
　
半
額
（
大

人
５
０
０
円
、
子
ど
も
３
５
０
円
）

浜
津
ケ
池
ボ
ー
ト
開
き

営
業
推
進
課
観
光
交
流
係（
内
線
２59
）

問

　
帯
の
瀬
ハ
イ
ツ
で
は
、
皆
さ
ん
に
楽
し

く
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
月
１
回

「
帯
の
瀬
の
日
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
無
料
で
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

４
月
か
ら
６
月
の
ご
案
内

時
間
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

持
ち
物
　
昼
食
、
入
浴
道
具

予
約
　
３
日
前
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

期
日

イ
ベ
ン
ト

季
節
の
風
呂

４
月
26
日
㈰
マ
マ
さ
ん

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

潤
い
の

湯

５
月
26
日
㈫
日
本
茶
の
楽
し
み
方
菖
蒲
の

湯

６
月
26
日
㈮
ゲ
ー
ム
と
運
動
で

脳
活
性

レ
モ
ン

の
湯

帯
の
瀬
ハ
イ
ツ

「
帯
の
瀬
の
日
」

帯
の
瀬
ハ
イ
ツ　

☎
�
６
２
１
０

問
申

　
中
野
市
出
身
の
画
家
・
三み

さ

わ澤
忠た

だ
し

さ
ん
の

特
別
展
を
開
催
し
ま
す
。

期
間　
５
月
１
日
㈮
～
2４
日
㈰

時
間
　
午
前
９
時
３0
分
～
午
後
６
時

※
土・日・祝
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
の
開
館
時
間
は
午
後
３
時
ま
で

会
場
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
８2
（
長
野
市
岡
田

１
７
８
‐
１
３
　
八
十
二
別
館
１
階
）

入
場
料
　
無
料

三
澤
忠
展

公
益
財
団
法
人
八
十
二
文
化
財
団

☎
０
２
６
（
２
２
４
）
０
５
１
１

問



市役所　☎ 0269（22）2111 ファクス 0269（26）0349　　豊田支所　☎ 0269（38）3111

３３ ２０１５．４広報なかの

申

▼相談日程
子ども相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３0分～午後５時1５分

会場　市役所子ども相談室 子ども相談室（内線27８）

保健師による子育て相談 期日　４月2４日㈮　時間　午前10時～11時
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）

中央子育て支援センター
☎(22)2259

定期健康相談 ①期日　毎週水曜日　時間　午前10時～11時３0分　会場　中野保健センター
②期日　毎月第１木曜日　時間　午前10時～11時３0分　会場　豊田保健センター

健康づくり課健康管理係
（内線2４2）

高齢者の方のための総合相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３0分～午後５時1５分
会場　中野保健センター

高齢者支援課介護予防
包括支援係（内線３66）

行政相談 期日　４月10日㈮、５月11日㈪　時間・会場　①午前９時～11時　豊田支所
相談室　②午後２時～４時　市民会館４４号会議室

庶務課庶務文書係
（内線211）

消費生活相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３0分～午後５時1５分
会場　市役所市民課生活交通安全係

市民課生活交通安全係
（内線2３８）

女性相談　面接は予約制 期日　毎週月～金曜日（祝日を除く）　時間　午前８時３0分～午後５時1５分
会場　中野人権センター

人権・男女共同参画課
☎(23)4810

身体障がい者相談所 予約制 期日　毎月第１・３水曜日　時間　午後２時～４時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎(26)3111

福祉相談・ボランティア相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前９時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎(26)3111

心配ごと相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午後１時３0分～４時３0分
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎(26)3111

結婚相談　予約制 期日　毎週月～金曜日　時間　午前９時～午後５時
会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎(26)3111

法律相談　予約制 期日　毎月第１・３月曜日（月曜休日の場合は翌火曜日）
時間　午後１時３0分～３時３0分　会場　福祉ふれあいセンター

中野市社会福祉協議会
☎(26)3111

職業相談 期日　毎週月～金曜日　時間　午前８時３0分～午後５時
会場　中野市地域職業相談室（南宮庁舎）

中野市地域職業相談室
☎(23)4710

交通事故巡回相談 期日　５月21日㈭　時間　午前10時～午後３時
会場　北信合同庁舎

北信地方事務所
☎(22)3111

▼
相
談

　
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
は
長
野
県
が
設
置

し
て
い
る
若
者
の
就
業
を
支
援
す
る
施
設

で
す
。
就
職
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い

る
方
は
も
ち
ろ
ん
、
や
り
た
い
こ
と
が
見

つ
か
ら
な
い
方
や
、
今
ま
で
就
職
に
つ
い

て
考
え
た
こ
と
が
な
い
方
な
ど
、
仕
事
に

関
す
る
悩
み
を
お
持
ち
の
方
の
相
談
に
専

門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
お
応
え
し
ま
す
。

　
ま
た
、
併
設
さ
れ
て
い
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
就
職
情
報
の
提
供
、
求
人
検
索
・
職

業
紹
介
も
で
き
ま
す
。

対
象
者　
４0
代
前
半
ま
で
の
失
業
者
・
無

業
者
、
フ
リ
ー
タ
ー
、
学
生
・
生
徒
の
方

所
在
地　

長
野
市
新
田
町
１
４
８
５-

１
　
も
ん
ぜ
ん
ぷ
ら
座
４
階

利
用
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
土
・
日
・
祝
日
、
12
月
2９
日
～
１
月
３

日
は
休
み

就
職
の
き
っ
か
け
は

「
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
」
で

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州

☎
０
２
６
（
２
２
８
）
０
３
２
０

問
　
市
で
は
、
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
信
州
と
共
催

で
「
中
野
ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」
と
し
て

若
者
の
た
め
の
就
職
相
談

「
中
野
ミ
ニ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
」

営
業
推
進
課
商
工
労
政
係（
内
線
２5８
）

問
申

　
国
や
県
、
市
な
ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事

に
つ
い
て
の
苦
情
や
要
望
・
意
見
な
ど
を

皆
さ
ん
か
ら
お
聴
き
し
て
、
そ
の
解
決
や

実
現
を
目
指
す
た
め
、
市
で
は
行
政
相
談

所
を
毎
月
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
行
政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員

小お

の野
す
み
江え

さ
ん（
栗
和
田
）、町ま

ち

だ田
榮さ

か
え

さ
ん

（
栗
林
）、滝た

き
ざ
わ澤
誠せ

い
い
ち一さ
ん（
穴
田
）

※
日
程
な
ど
は
、
広
報
紙
や
音
声
告
知
放

送
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
所
の
開
設

庶
務
課
庶
務
文
書
係（
内
線
２11
）

問
４0
代
前
半
ま
で
の
方
を
対
象
と
し
た
就
職

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
合
っ
た
仕
事
や
働
き
方
な
ど

就
職
に
関
す
る
相
談
に
、
長
野
県
若
年
者

就
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
地
域
キ
ャ
リ

ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
応
じ
ま
す
。

　
個
人
情
報
な
ど
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

期
日
　
希
望
の
日
時
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会
場
　
中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
求
人
紹
介
や
就
職
先
の
あ
っ
せ
ん
を
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
相
談
に
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

中野市は４月で合併１０周年を迎えました。
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中野小学校　５年堀
ほ り お

尾　綾
あ や ね

音さん

　
私
の
夢
は
獣
医
さ
ん
に
な
る

こ
と
で
す
。
こ
の
前
テ
レ
ビ
で

新
人
の
獣
医
さ
ん
の
事
を
や
っ

て
い
ま
し
た
。
夜
、
急
に
「
野

良
猫
が
車
に
は
ね
ら
れ
た
。
」

と
電
話
が
来
て
、
車
で
そ
の
場

に
向
か
う
と
、
そ
こ
に
は
血
ま

み
れ
の
白
い
猫
が
い
ま
し
た
。

獣
医
さ
ん
は
必
死
に
治
療
し

て
奇
跡
的
に
そ
の
猫
を
助
け

ま
し
た
。
そ
の
猫
の
世
話
は
新

人
の
獣
医
さ
ん
が
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
猫
に
初
め

て
触
っ
た
時
、
手
を
噛
ま
れ
た

り
、
ひ
っ
か
か
れ
た
り
し
て
、

も
う
嫌
だ
と
思
っ
た
そ
う
で

す
。
で
も
、
先
輩
の
獣
医
さ
ん

に
「
猫
の
気
持
ち
に
な
っ
て
み

ろ
。
」
と
言
わ
れ
、
新
人
の
獣

医
さ
ん
は
、
猫
と
心
が
通
じ
合

え
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
観
た

と
き
、
動
物
と
心
が
通
じ
合
え

る
な
ん
て
す
ご
く
感
動
し
ま
し

た
。
私
も
猫
を
飼
っ
て
い
ま
す

が
、
淋
し
い
時
や
悲
し
い
時

に
、
言
葉
は
話
せ
ま
せ
ん
が
話

を
聴
い
て
く
れ
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
だ
か
ら
私
は
、

困
っ
て
い
た
り
、
病
気
に
な
っ

た
り
し
た
動
物
を
助
け
た
い
と

思
い
ま
す
。
一
生
懸
命
勉
強
し

た
り
、
動
物
と
ふ
れ
あ
っ
た
り

し
て
、
立
派
な
獣
医
さ
ん
に
な

り
た
い
で
す
。

34２０１５．４ 広報なかの

獣医になりたい！

夢
No.1２０

▼
合
併
に
よ
る
新
「
中
野
市
」
誕
生
か

ら
早
く
も
10
年
。
表
紙
の
写
真
で
は
、

合
併
の
年
に
生
ま
れ
、
中
野
市
と
同
じ

く
今
年
10
歳
に
な
る
子
ど
も
た
ち
と
と

も
に
「
バ
ー
ス
デ
ー
」
を
祝
い
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
記
念
事
業
が
開
催
さ

れ
る
今
年
度
、
「
広
報
な
か
の
」
は
変

わ
ら
ぬ
メ
ン
バ
ー
で
お
届
け
い
た
し
ま

す
。
ご
愛
読
お
願
い
し
ま
す
。（
中
沢
）

▼
幼
い
頃
、
「
私
た
ち
の
住
む
地
域
に

新
幹
線
が
や
っ
て
く
る
」
と
言
わ
れ
、

遠
い
未
来
の
夢
の
よ
う
な
話
に
感
じ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
北
陸

新
幹
線
長
野
―
金
沢
間
も
と
う
と
う
開

業
し
ま
し
た
。
幼
い
頃
を
思
い
出
し
な

が
ら
、
私
も
新
幹
線
で
旅
行
に
出
か
け

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
（
芳
澤
）

▼
先
月
、
取
材
で
参
加
し
た
小
学
校
の

卒
業
式
―
。
凛
と
し
た
表
情
で
卒
業
証

書
を
受
け
取
る
卒
業
生
の
姿
が
、
と
て

も
印
象
的
で
し
た
。
涙
を
拭
い
な
が
ら

我
が
子
を
見
つ
め
る
保
護
者
の
背
中
か

ら
は
、
「
い
つ
の
間
に
こ
ん
な
に
立
派

に
な
っ
て
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く

る
よ
う
で
し
た
。
（
仲
條
）

面積：１１２．０６㎢
人口：44,１53 人（－ 44）
　男　：２１,4１9 人（－６）
　女　：２２,734 人（－ 38）
世帯数：１5,5６０ 戸（－ １０）
【平成 ２7 年３月１日現在】
（　）は前月比、平成 ２２ 年
国勢調査を基に推計

編
集
後
記
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